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人口と世帯数

３月１日現在

人口 24,025 人
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世帯数 7,530 世帯
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は
じ
め
に

平
成
27
年
実
施
の
国
勢
調
査
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
の
調
査
開
始
以
来
、
日
本
の
総
人
口
が
初
め
て
減
少

に
転
じ
、
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
社
会
が
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
超
高
齢
社
会
に
よ
る
労
働
者
不
足
、
社
会
保
障
費
と
財
政
赤
字
の
拡
大
、
地
方
消
滅
の
危

機
な
ど
は
、
地
域
の
未
来
を
暗
く
沈
ん
だ
も
の
に
し
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
暗
い
未
来
を
思
い
嘆
く
だ
け
で
は
、
何
の
解
決
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
明
る
い
未

来
を
切
り
開
く
知
恵
と
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
明
る
い
未
来
を
築
く
主
人
公
は
、
こ
の
町
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
で
あ
る
と
い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、

ま
さ
に
「
オ
ー
ル
た
か
は
た
」
で
こ
の
難
局
を
打
破
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
明
る
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月
に
県
内
屈
指
の
優
良
な
教
育
環
境
を
整
え
た
「
町
立
高

畠
中
学
校
」
が
誕
生
し
、
高
畠
町
の
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
開
校
の
年
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、
高
畠
中
学

校
３
年
生
の
高
橋
辰
壽
さ
ん
が
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
男
子
四
種
競
技
で
日
本
一
に
輝
く
と
い
う
大
偉
業
を
成
し
遂
げ
、

町
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
す
る
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
に
光
を
あ
て
る
こ
と
は
、
未
来
志
向
の
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

た
か
は
た
の
未
来
を
ど
う
描
き
、
ど
う
創
っ
て
い
く
の
か
。「
地
方
創
生
」
は
、
日
々
の
行
政
活
動
そ
の
も
の
が
持
続
可
能
な
未
来
を
創
生
し
て

い
く
と
い
う
考
え
の
も
と
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
次
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
、「
人
が
輝
き
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

施
政
方
針
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９
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（
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年
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調
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の
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に
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、
人
口
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。
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超
高
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社
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労
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、
地
域
の
未
来
を
暗
く
沈
ん
だ
も
の
に
し
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
か
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、
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、
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、
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築
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で
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に
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は
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」
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こ
の
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を
打
破
し
て
い
か
な
け
れ
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な
ら
な
い
と
考
え
ま
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そ
の
よ
う
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明
る
い
未
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予
感
さ
せ
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出
来
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が
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た
。
平
成
28
年
４
月
に
県
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屈
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の
優
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な
教
育
環
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え
た
「
町
立
高

畠
中
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誕
生
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、
高
畠
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の
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史
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。
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の
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に
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生
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上
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に
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、
男
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で
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と
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、
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。
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描
き
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い
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、
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取
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第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年
目
を
迎
え
る
平
成
29

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
検
証
し
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
「
総

仕
上
げ
」
を
行
い
、
次
期
総
合
計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
重
要
な
時
期

で
あ
り
ま
す
。
各
施
策
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
、
社
会
経
済

情
勢
を
見
定
め
な
が
ら
、
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
り
、
目
標
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
た
か
は
た
未
来
創
生
総
合
戦
略
」
を

着
実
に
推
進
し
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
影
響

を
克
服
す
る
た
め
、
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
を
ベ
ー
ス
に
各
施
策
や
事
業
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
「
重
要
な
視
点
」
と
し
て
掲
げ
、
重
点
推
進
施
策

と
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
政
の
運
営
方
針

⑴
た
か
は
た
ら
し
い
創
造
性
あ
ふ
れ

　

る
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い

く
た
め
、
地
域
の
特
性
と
強
み
を
活

か
し
た
地
域
経
済
の
拡
大
を
さ
ら
に

推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
の
高

畠
町
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
支
援
や

域
外
と
の
交
流
拡
大
に
努
め
な
が

ら
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
、
ま
た
、

未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

①
豊
か
な
地
域
経
済
の
創
造
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

地
域
経
済
を
け
ん
引
す
る
中
小
製

造
業
の
新
商
品
開
発
や
そ
の
開
発
に

必
要
な
設
備
投
資
、
雇
用
に
つ
な
が

る
施
設
の
導
入
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
間
連
携
に
よ
る
積
極
的
な

技
術
交
流
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
よ

り
、
競
争
力
の
あ
る
も
の
づ
く
り
や

安
定
的
な
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
・
商
業
・
工
業
の

連
携
を
基
盤
に
据
え
、
首
都
圏
や
仙

台
市
で
開
催
す
る
「
物
産
フ
ェ
ア
」

の
継
続
と
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
と
提
携
し
、
高
畠
町
の
農
産

物
を
使
用
し
た
「
新
商
品
開
発
事

業
」
等
を
通
じ
て
、
６
次
産
業
化
の

推
進
を
図
り
、
安
全
安
心
で
美
味
し

い
農
産
物
や
優
れ
た
加
工
品
を
中
心

と
し
た
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を

展
開
す
る
な
ど
、
本
町
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
新
た
な
産
業
創
出
か
ら
の
ア
プ

　

ロ
ー
チ

　

外
部
視
点
や
民
間
感
覚
を
持
っ
た

幅
広
い
視
野
で
当
町
の
産
業
分
野
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
民
間
企
業
等

で
培
っ
た
専
門
知
識
・
業
務
経
験
・

人
脈
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
を

確
保
し
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、「
熱

中
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
地
元

企
業
や
地
元
農
家
と
の
連
携
や
協
力

に
よ
り
、
新
た
な
産
業
に
結
び
つ
く

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
創
出
し
、
町
内
の
中
小
企

業
者
や
農
業
者
の
経
営
革
新
を
誘
導

す
る
た
め
、
情
報
収
集
活
動
、
新
た

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
新
商

品
等
の
試
験
販
売
で
あ
る
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
、
経
済

変
動
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
事
業
継
続

計
画
の
策
定
等
に
対
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
③
農
業
の
活
性
化
と
安
定
化
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

農
業
分
野
に
関
し
て
は
、
引
き
続

き
、
高
畠
町
農
業
再
生
協
議
会
を
中

心
と
し
た
経
営
所
得
安
定
対
策
の
実

施
や
園
芸
作
物
産
地
化
関
係
事
業
、

繁
殖
牛
・
乳
用
牛
の
確
保
等
、
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
適

地
適
作
を
基
本
と
し
た
「
水
田
フ
ル

活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
達
成
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
機
栽
培
や
特
別
栽
培

を
中
心
に
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
生
産
を
進
め
、
地
産
地
消
の
着
実

な
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
流
通
分

野
に
積
極
的
に
関
わ
る
等
の
機
能
的

な
販
売
戦
略
を
駆
使
し
、
米
、
園
芸

作
物
、
乳
製
品
な
ど
の
差
別
化
や
高

付
加
価
値
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
産
か
ら
行
政
に

よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止

　

視
点
①

た
か
は
た
の
未
来
を
築
く
子
ど
も
や
若
い
世
代
へ
の
応
援

　

視
点
②

た
か
は
た
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
へ
の
支
援
と
雇
用
の
創
出

　

視
点
③

安
全
・
安
心
な
「
た
か
は
た
」
ら
し
い
環
境
の
創
造

　

視
点
④

た
か
は
た
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
創
出

▶
熱
中
小
学
校
ブ
ド
ウ
畑
再
生
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
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⑵
誇
り
高
い
人
間
性
を
育
む
ま
ち
づ

　

く
り　
　
　
　
　
　

　　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ま
た

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
町
に
暮
ら
す
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

質
の
高
い
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
子
育
て

支
援
や
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

①
充
実
し
た
子
育
て
支
援
か
ら
の
ア

　

プ
ロ
ー
チ

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
高
畠

町
母
子
保
健
計
画
」
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
ま
ち　

た
か
は
た
」

を
め
ざ
し
、
母
と
子
ど
も
の
健
康
を

守
り
、
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ

さ
れ
ま
す
。
国
の
米
政
策
見
直
し
に

あ
た
り
、
導
入
が
予
定
さ
れ
る
収
入

保
険
制
度
、
米
麦
農
業
共
済
任
意
加

入
制
度
、
原
料
原
産
地
表
示
制
度
等

の
新
規
政
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、

農
業
者
が
不
安
な
く
需
用
に
応
じ
た

各
作
物
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
情
報

提
供
・
対
応
誘
導
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
体

制
変
更
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
お
よ
び
新

規
就
農
者
等
の
農
業
参
入
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
遊
休
公
共
施
設
の
特
色
あ
る
利
活

　

用
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

高
畠
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
遊

休
施
設
と
な
っ
た
旧
中
学
校
施
設
に

つ
い
て
、
そ
の
利
活
用
を
一
部
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

関
係
団
体
の
事
務
所
機
能
と
し
て
の

使
用
や
山
形
大
学
工
学
部
や
地
元
農

家
等
と
の
「
産
学
官
連
携
」
に
よ
る

事
業
展
開
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
企
業
間
連
携
や

異
業
種
間
連
携
の
拠
点
と
な
る
べ

く
、
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る
施
設

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
と
し
て

整
備
す
る
た
め
の
調
査
・
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
新
た
な
つ
な
が
り
の
創
出
と
交
流

　

促
進
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　
「
人
の
流
れ
」
を
創
出
す
る
取
組

み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も

に
、
他
地
域
と
の
連
携
拡
大
を
図
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
移
住

定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熱
中
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、
高
畠
を
本
校
と
し
て
、
北

は
北
海
道
、
南
は
九
州
の
宮
崎
県
ま

で
、
こ
れ
ま
で
全
国
６
つ
の
自
治
体

に
そ
の
姉
妹
校
が
開
校
す
る
運
び
と

な
り
、
さ
ら
に
拡
大
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
的
な
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
人
や
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス

の
流
れ
が
加
速
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

が
生
み
だ
す
相
乗
効
果
に
大
い
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
と
横
浜
市
栄
区
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
職
員
の
人
事
交

流
を
契
機
に
、「
栄
区
民
ま
つ
り
」

に
毎
年
出
展
す
る
な
ど
様
々
な
交
流

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に

わ
た
り
、
高
畠
町
民
と
横
浜
市
栄
区

民
と
の
交
流
を
図
り
、
住
民
相
互
の

友
好
関
係
、
協
力
関
係
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
友
好
交
流
協
定
」

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
単
な
る
形
式

的
な
協
定
締
結
に
終
わ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、お
互
い
知
恵
を
出
し
合
い
、

真
に
両
自
治
体
に
と
っ
て
有
意
義
な

協
定
に
す
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
般
の
情
報
通
信
技
術
の

進
展
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

等
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
え
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
の
各
種
情
報
を
様
々
な
媒
体
を
通

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
、
共

感
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
新
た
な
つ
な

が
り
を
創
出
す
る
取
組
み
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
将
来
を
担
う
若
者
支
援
か
ら
の
ア

　

プ
ロ
ー
チ

　　

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
定
住
促

進
と
人
口
増
に
向
け
た
取
組
み
強
化

の
一
環
と
し
て
、
若
い
世
代
や
子
育

て
世
代
が
こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
対
す
る

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
当
町
の
良
好
な
子
育
て
環

境
を
求
め
て
、
町
内
外
の
若
い
世
代

が
当
町
の
住
宅
支
援
を
積
極
的
に
活

用
し
、
家
族
の
拠
点
と
な
る
住
宅
の

建
設
や
購
入
が
見
受
け
ら
れ
、
当
町

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
若
者
定
住
に

よ
る
人
口
増
加
に
向
け
た
取
組
み
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
を
克
服
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ

て
ま
い
り
ま
す
。「
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
保
健
師
や

助
産
師
に
よ
る
妊
娠
期
か
ら
の
面
接

等
を
通
し
て
、
支
援
台
帳
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
マ
マ
パ
パ
学
級
」
や
「
育

児
サ
ロ
ン
」、「
産
後
ケ
ア
」
な
ど
の

「
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
通

じ
て
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
努
め
、
妊
産
婦
同

士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
乳
幼
児
家
庭
全
戸
訪

問
・
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
や
「
発

達
に
関
す
る
子
育
て
相
談
会
」
等
の

相
談
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

や
町
独
自
事
業
で
あ
る
「
１
歳
お
誕

生
マ
マ
健
診
事
業
」
や
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
」
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
実
施
し
、
安
心
し
て
出

産
や
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
運
営
支
援
を
は
じ
め
、
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
引
き
続
き
、
第
３
子
以
降

の
保
育
料
全
額
助
成
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
学
童
保
育
所
を
利
用
す
る

要
保
護
世
帯
及
び
準
要
保
護
家
庭
の

児
童
に
つ
い
て
も
、
利
用
料
支
援
事

る
若
い
世
代
が
、
町
内
に
生
活
の
拠

点
を
構
え
、こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

若
者
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援
体
制

を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
と

し
て
、
医
療
費
の
無
料
化
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
現
行
の

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
対
象

を
高
校
生
３
年
生
に
相
当
す
る
18
歳

ま
で
拡
大
し
て
実
施
し
、
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
代
地
区
学
童
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
移
転
す
る
屋
代
小
学
校

に
併
設
し
、
利
用
す
る
子
ど
も
の
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

②
良
好
な
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
雨
天
時
や
降
雪

期
で
あ
っ
て
も
親
子
が
と
も
に
楽
し

め
る
場
づ
く
り
を
進
め
、
遊
休
公
共

施
設
を
利
活
用
し
た
屋
内
型
の
「
子

育
て
遊
戯
場
」
の
整
備
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
組
織
に
お
け
る
子
育

て
支
援
部
門
の
強
化
を
図
り
、
子
ど

も
や
そ
の
家
庭
へ
の
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
屋
代
小
学
校
が
平
成
29
年
度
か

ら
旧
第
二
中
学
校
を
大
規
模
改
修
し

整
備
し
た
校
舎
に
移
転
い
た
し
ま
す

が
、
旧
校
舎
に
つ
い
て
は
解
体
し
、

児
童
が
安
全
で
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
習
に
取
り

組
む
意
欲
の
高
揚
と
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
「
生
き
る
力
」
を

育
む
た
め
に
「
次
代
を
担
う
児
童
生

徒
育
成
事
業
」
を
引
き
続
き
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、

モ
デ
ル
小
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
教
育
環
境
を
整
備
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
先
進
的
な

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
英
語
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
中
学
生
の
英
語
検
定
受
験
料

の
一
部
助
成
を
実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
国
際
社
会
に
お
い
て
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

③
地
域
で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ

　

く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
ト
ー
タ
ル
に
提
供

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、「
げ
ん
き
で
長
生
き
」
を

め
ざ
し
、
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

を
一
体
的
に
行
う
た
め
、
行
政
組
織

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療

や
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て

も
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
及
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
在

宅
医
療
介
護
の
連
携
の
仕
組
み
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
、

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
日
頃
か
ら
子

ど
も
に
向
き
合
う
時
間
が
限
ら
れ
が

ち
な
家
庭
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
の
定
着
促

進
を
目
的
に
し
た「
居
場
所
づ
く
り
」

や
「
学
習
支
援
事
業
」
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り

親
の
収
入
や
生
活
の
安
定
に
資
す
る

「
生
活
・
住
ま
い
応
援
給
付
金
事
業
」

や
「
家
計
管
理
講
習
会
」
等
の
実
施
、

そ
し
て
、
相
談
や
訪
問
に
よ
る
支
援

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
、
課
題
を
抱

え
た
子
育
て
家
庭
の
生
活
向
上
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

④
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
生
涯
学
習
・

文
化
振
興
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　
「
た
か
は
た
学
び
合
い
プ
ラ
ン
」

第
４
次
高
畠
町
生
涯
学
習
推
進
基
本

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
生
涯
学

習
施
策
を
よ
り
総
合
的
・
体
系
的
に

推
進
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
町
民
一
人
ひ
と
り
、
自
ら
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
よ
う
学

習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
習
で
得
た
知
識
・
技
術
を
社
会
に

生
か
す
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
建
設
が

望
ま
れ
て
お
り
ま
す「
町
立
図
書
館
」

に
つ
い
て
は
、
建
設
に
向
け
て
具
体

的
な
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
平

成
31
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
、
町
民

参
画
に
よ
る　
「
新
高
畠
町
立
図
書

館
建
設
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言

内
容
を
踏
ま
え
、
実
施
設
計
の
策
定

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
た
な
図

書
館
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に

情
操
の
涵
養
、
探
究
心
の
醸
成
、
歴

史
と
の
対
話
な
ど
、
人
間
形
成
を
図

る
う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
町
民
誰
も
が
気
軽
に

集
い
、
ふ
れ
あ
い
、
親
し
み
の
あ
る

図
書
館
に
な
る
よ
う
、
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
体
育
施
設
等
に

指
定
管
理
者
制
度
を
採
用
し
、
そ
の

運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法

人
高
畠
町
体
育
協
会
が
担
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
良
質
な
自
主
事
業
の
提

供
等
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
健

康
の
保
持
・
増
進
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
図
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と
連
携

し
、「
町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
体
力
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
は
人
々
の
心
に
潤
い
を

与
え
、
個
人
の
生
活
の
質
的
向
上
を

図
る
と
い
う
観
点
で
、
よ
り
一
層
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化

の
薫
る
高
畠
町
を
目
指
し
て
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
身
近
に

芸
術
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
芸
術

文
化
の
振
興
と
普
及
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

⑶
協
働
と
共
生
を
基
本
と
し
た
ま
ち

　

づ
く
り

　

持
続
可
能
な
発
展
を
続
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
行
政
と

▲移転した屋代小学校
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⑵
誇
り
高
い
人
間
性
を
育
む
ま
ち
づ

　

く
り　
　
　
　
　
　

　　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ま
た

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
町
に
暮
ら
す
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

質
の
高
い
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
子
育
て

支
援
や
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

①
充
実
し
た
子
育
て
支
援
か
ら
の
ア

　

プ
ロ
ー
チ

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
高
畠

町
母
子
保
健
計
画
」
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
ま
ち　

た
か
は
た
」

を
め
ざ
し
、
母
と
子
ど
も
の
健
康
を

守
り
、
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ

さ
れ
ま
す
。
国
の
米
政
策
見
直
し
に

あ
た
り
、
導
入
が
予
定
さ
れ
る
収
入

保
険
制
度
、
米
麦
農
業
共
済
任
意
加

入
制
度
、
原
料
原
産
地
表
示
制
度
等

の
新
規
政
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、

農
業
者
が
不
安
な
く
需
用
に
応
じ
た

各
作
物
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
情
報

提
供
・
対
応
誘
導
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
体

制
変
更
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
お
よ
び
新

規
就
農
者
等
の
農
業
参
入
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
遊
休
公
共
施
設
の
特
色
あ
る
利
活

　

用
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

高
畠
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
遊

休
施
設
と
な
っ
た
旧
中
学
校
施
設
に

つ
い
て
、
そ
の
利
活
用
を
一
部
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

関
係
団
体
の
事
務
所
機
能
と
し
て
の

使
用
や
山
形
大
学
工
学
部
や
地
元
農

家
等
と
の
「
産
学
官
連
携
」
に
よ
る

事
業
展
開
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
企
業
間
連
携
や

異
業
種
間
連
携
の
拠
点
と
な
る
べ

く
、
起
業
・
創
業
を
支
援
す
る
施
設

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
と
し
て

整
備
す
る
た
め
の
調
査
・
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
新
た
な
つ
な
が
り
の
創
出
と
交
流

　

促
進
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　
「
人
の
流
れ
」
を
創
出
す
る
取
組

み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も

に
、
他
地
域
と
の
連
携
拡
大
を
図
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
移
住

定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熱
中
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、
高
畠
を
本
校
と
し
て
、
北

は
北
海
道
、
南
は
九
州
の
宮
崎
県
ま

で
、
こ
れ
ま
で
全
国
６
つ
の
自
治
体

に
そ
の
姉
妹
校
が
開
校
す
る
運
び
と

な
り
、
さ
ら
に
拡
大
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
的
な
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
人
や
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス

の
流
れ
が
加
速
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

が
生
み
だ
す
相
乗
効
果
に
大
い
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
と
横
浜
市
栄
区
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
職
員
の
人
事
交

流
を
契
機
に
、「
栄
区
民
ま
つ
り
」

に
毎
年
出
展
す
る
な
ど
様
々
な
交
流

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に

わ
た
り
、
高
畠
町
民
と
横
浜
市
栄
区

民
と
の
交
流
を
図
り
、
住
民
相
互
の

友
好
関
係
、
協
力
関
係
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
友
好
交
流
協
定
」

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
単
な
る
形
式

的
な
協
定
締
結
に
終
わ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、お
互
い
知
恵
を
出
し
合
い
、

真
に
両
自
治
体
に
と
っ
て
有
意
義
な

協
定
に
す
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
般
の
情
報
通
信
技
術
の

進
展
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

等
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
え
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
の
各
種
情
報
を
様
々
な
媒
体
を
通

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
、
共

感
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
新
た
な
つ
な

が
り
を
創
出
す
る
取
組
み
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
将
来
を
担
う
若
者
支
援
か
ら
の
ア

　

プ
ロ
ー
チ

　　

将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
定
住
促

進
と
人
口
増
に
向
け
た
取
組
み
強
化

の
一
環
と
し
て
、
若
い
世
代
や
子
育

て
世
代
が
こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
対
す
る

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
当
町
の
良
好
な
子
育
て
環

境
を
求
め
て
、
町
内
外
の
若
い
世
代

が
当
町
の
住
宅
支
援
を
積
極
的
に
活

用
し
、
家
族
の
拠
点
と
な
る
住
宅
の

建
設
や
購
入
が
見
受
け
ら
れ
、
当
町

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
若
者
定
住
に

よ
る
人
口
増
加
に
向
け
た
取
組
み
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
を
克
服
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ

て
ま
い
り
ま
す
。「
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
保
健
師
や

助
産
師
に
よ
る
妊
娠
期
か
ら
の
面
接

等
を
通
し
て
、
支
援
台
帳
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
マ
マ
パ
パ
学
級
」
や
「
育

児
サ
ロ
ン
」、「
産
後
ケ
ア
」
な
ど
の

「
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
通

じ
て
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
努
め
、
妊
産
婦
同

士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
乳
幼
児
家
庭
全
戸
訪

問
・
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
や
「
発

達
に
関
す
る
子
育
て
相
談
会
」
等
の

相
談
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

や
町
独
自
事
業
で
あ
る
「
１
歳
お
誕

生
マ
マ
健
診
事
業
」
や
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
」
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
実
施
し
、
安
心
し
て
出

産
や
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
運
営
支
援
を
は
じ
め
、
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
引
き
続
き
、
第
３
子
以
降

の
保
育
料
全
額
助
成
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
学
童
保
育
所
を
利
用
す
る

要
保
護
世
帯
及
び
準
要
保
護
家
庭
の

児
童
に
つ
い
て
も
、
利
用
料
支
援
事

る
若
い
世
代
が
、
町
内
に
生
活
の
拠

点
を
構
え
、こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

若
者
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援
体
制

を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
と

し
て
、
医
療
費
の
無
料
化
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
現
行
の

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
対
象

を
高
校
生
３
年
生
に
相
当
す
る
18
歳

ま
で
拡
大
し
て
実
施
し
、
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
代
地
区
学
童
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
移
転
す
る
屋
代
小
学
校

に
併
設
し
、
利
用
す
る
子
ど
も
の
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

②
良
好
な
子
育
て
・
教
育
環
境
整
備

　

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
雨
天
時
や
降
雪

期
で
あ
っ
て
も
親
子
が
と
も
に
楽
し

め
る
場
づ
く
り
を
進
め
、
遊
休
公
共

施
設
を
利
活
用
し
た
屋
内
型
の
「
子

育
て
遊
戯
場
」
の
整
備
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
組
織
に
お
け
る
子
育

て
支
援
部
門
の
強
化
を
図
り
、
子
ど

も
や
そ
の
家
庭
へ
の
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
屋
代
小
学
校
が
平
成
29
年
度
か

ら
旧
第
二
中
学
校
を
大
規
模
改
修
し

整
備
し
た
校
舎
に
移
転
い
た
し
ま
す

が
、
旧
校
舎
に
つ
い
て
は
解
体
し
、

児
童
が
安
全
で
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
習
に
取
り

組
む
意
欲
の
高
揚
と
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
「
生
き
る
力
」
を

育
む
た
め
に
「
次
代
を
担
う
児
童
生

徒
育
成
事
業
」
を
引
き
続
き
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、

モ
デ
ル
小
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
教
育
環
境
を
整
備
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
先
進
的
な

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
英
語
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
中
学
生
の
英
語
検
定
受
験
料

の
一
部
助
成
を
実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
国
際
社
会
に
お
い
て
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

③
地
域
で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ

　

く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
ト
ー
タ
ル
に
提
供

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、「
げ
ん
き
で
長
生
き
」
を

め
ざ
し
、
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

を
一
体
的
に
行
う
た
め
、
行
政
組
織

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療

や
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て

も
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
及
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
在

宅
医
療
介
護
の
連
携
の
仕
組
み
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
、

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
日
頃
か
ら
子

ど
も
に
向
き
合
う
時
間
が
限
ら
れ
が

ち
な
家
庭
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
の
定
着
促

進
を
目
的
に
し
た「
居
場
所
づ
く
り
」

や
「
学
習
支
援
事
業
」
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り

親
の
収
入
や
生
活
の
安
定
に
資
す
る

「
生
活
・
住
ま
い
応
援
給
付
金
事
業
」

や
「
家
計
管
理
講
習
会
」
等
の
実
施
、

そ
し
て
、
相
談
や
訪
問
に
よ
る
支
援

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
、
課
題
を
抱

え
た
子
育
て
家
庭
の
生
活
向
上
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

④
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
生
涯
学
習
・

文
化
振
興
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　
「
た
か
は
た
学
び
合
い
プ
ラ
ン
」

第
４
次
高
畠
町
生
涯
学
習
推
進
基
本

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
生
涯
学

習
施
策
を
よ
り
総
合
的
・
体
系
的
に

推
進
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
町
民
一
人
ひ
と
り
、
自
ら
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
よ
う
学

習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
習
で
得
た
知
識
・
技
術
を
社
会
に

生
か
す
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
建
設
が

望
ま
れ
て
お
り
ま
す「
町
立
図
書
館
」

に
つ
い
て
は
、
建
設
に
向
け
て
具
体

的
な
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
平

成
31
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
、
町
民

参
画
に
よ
る　
「
新
高
畠
町
立
図
書

館
建
設
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言

内
容
を
踏
ま
え
、
実
施
設
計
の
策
定

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
た
な
図

書
館
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に

情
操
の
涵
養
、
探
究
心
の
醸
成
、
歴

史
と
の
対
話
な
ど
、
人
間
形
成
を
図

る
う
え
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
町
民
誰
も
が
気
軽
に

集
い
、
ふ
れ
あ
い
、
親
し
み
の
あ
る

図
書
館
に
な
る
よ
う
、
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
体
育
施
設
等
に

指
定
管
理
者
制
度
を
採
用
し
、
そ
の

運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法

人
高
畠
町
体
育
協
会
が
担
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
良
質
な
自
主
事
業
の
提

供
等
、
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
健

康
の
保
持
・
増
進
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
図
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と
連
携

し
、「
町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
体
力
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
は
人
々
の
心
に
潤
い
を

与
え
、
個
人
の
生
活
の
質
的
向
上
を

図
る
と
い
う
観
点
で
、
よ
り
一
層
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化

の
薫
る
高
畠
町
を
目
指
し
て
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
身
近
に

芸
術
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
芸
術

文
化
の
振
興
と
普
及
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

⑶
協
働
と
共
生
を
基
本
と
し
た
ま
ち

　

づ
く
り

　

持
続
可
能
な
発
展
を
続
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
行
政
と

▲移転した屋代小学校
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⑷
ゆ
る
ぎ
な
い
自
立
に
向
け
た
ま
ち

　

づ
く
り　
　
　
　
　

　　

将
来
と
も
に
「
足
腰
の
強
い
」
地

域
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
安
定
し

た
行
財
政
基
盤
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
、
地
域
が
自
ら
考
え
行
動
に
つ

な
げ
て
い
く
地
域
力
と
、
そ
こ
に
は

健
康
で
活
力
あ
る
町
民
の
活
動
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
に
根
差
し
た
社

会
・
生
活
基
盤
の
構
築
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
民
の
健
康
と
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
等
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ

　

く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
こ

と
は
、
す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
も
あ
り

ま
す
。
高
齢
社
会
の
進
展
や
疾
病
構

造
の
変
化
が
進
む
中
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
い
か
に
健
康
寿
命
を
延
ば

町
民
、
企
業
等
、
こ
の
町
を
支
え
る

あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
中
で
最
大
限
の
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
地

域
の
絆
を
強
く
し
、
共
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
自
ら

考
え
実
践
し
て
い
く
と
い
う
、
協
働

と
共
生
の
関
係
を
構
築
し
、「
共
に

創
り
上
げ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
ま

　

ち
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

交
通
安
全
お
よ
び
防
犯
対
策
に
つ

い
て
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
、
警
察
や
関
係
団

体
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
運
動
や

活
動
を
強
化
し
、
交
通
安
全
お
よ
び

防
犯
意
識
の
一
層
の
浸
透
と
定
着
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
屋
の
倒
壊
、
景
観
の
悪
化
、
防

犯
や
衛
生
面
等
様
々
な
問
題
を
有
す

る
管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
法
律
お
よ
び
条
例
に
基
づ
き
適

正
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
資
源
の
有
効
活
用
、
ご
み
の
減

量
等
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ご
み
の
発
生
抑

制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
事
業
を
継

続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
暮
ら
し

や
す
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
か

　

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

近
年
の
異
常
気
象
を
み
て
も
地

球
温
暖
化
対
策
は
急
務
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
平
成
28
年
度
か

ら
取
組
み
を
進
め
て
い
る
国
民
運

動
「CO

O
L CH

O
ICE

（
賢
い
選
択
）」

の
活
動
を
全
町
的
に
展
開
し
、
そ
の

普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
活
用

や
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
を
目
的
と
し
た
助
成
に
つ
い
て

は
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
機
器
」

や
「
太
陽
熱
温
水
シ
ス
テ
ム
」
に
加

え
、「
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
」や「
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
対
象
設
備

を
拡
大
し
、実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　③

「
た
か
は
た
ら
し
さ
」
を
活
か
し

　

た
観
光
交
流
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

恵
ま
れ
た
高
畠
町
の
地
域
資
源
を

活
か
し
、
そ
の
魅
力
を
町
内
外
へ
発

信
す
る
広
域
的
な
観
光
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、「
た
か

は
た
咲
食
楽（
さ
く
ら
）フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
や
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
み
ち
の

く
お
と
ぎ
街
道
事
業
」
な
ど
の
新
規

事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
既
存
の

観
光
資
源
の
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
や

「
新
し
い
観
光
交
流
の
あ
り
方
」
を

模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
旅
行
）
推
進
に
よ
る
ツ
ア
ー

造
成
事
業
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を

柱
と
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
観
光
者
等
の
受
入

環
境
整
備
を
進
め
、
訪
日
観
光
客
の

確
保
を
含
め
、
更
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
で
は
、「
高
畠
町
健
康
増
進
計

画　

げ
ん
き
高
畠
21
（
第
２
次
）」

に
基
づ
き
、
町
民
と
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
地
域
に
お
け
る
身
近
な

場
所
で
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
み

や
町
民
自
ら
の
取
組
み
を
応
援
す
る

体
制
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
高
畠
病
院
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
き
め
細
や

か
な
体
制
の
も
と
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
結

び
つ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
公
立
高
畠
病
院
経

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
公
立
高

畠
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
目

標
達
成
に
向
け
、
限
ら
れ
た
職
員
体

制
と
診
療
体
制
の
中
で
最
善
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
質
の

良
い
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
た

こ
と
に
よ
り
、入
院
収
益
が
改
善
し
、

新
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
数
値
を
概
ね

達
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
更

な
る
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
経

営
の
実
現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町

民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
使
命

の
も
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
中

④
元
気
な
地
域
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ

　

ロ
ー
チ

　　

商
店
街
を
中
心
と
し
た
町
全
体
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
商
工

会
や
観
光
協
会
等
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、
商
店
街
の
基
礎
で
あ
る
個
人

店
の
繁
盛
店
づ
く
り
の
取
組
み
や
次

世
代
を
担
う
商
店
経
営
者
の
育
成
事

業
等
、
特
色
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を

積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
四

季
折
々
の
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
地
域
の
絆
の
強
化
と
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
旅
行
）
を
含

め
た
観
光
施
策
と
の
連
携
に
よ
る
商

店
街
の
活
性
化
も
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

▲わらじみこしの取材・体
　験に訪れた台湾メディア

  

◆
結
び
に
あ
た
っ
て

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
を
転
換
し
、
様
々
な
課
題

の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
大
胆
か
つ
柔
軟
に
施
策
の
展
開
を
図
り
、
未
来
志
向

の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
29

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

☎
52
１
１
１
２

核
的
施
設
と
し
て
町
内
診
療
所
や
福

祉
・
介
護
施
設
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健
医
療
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
危
機
管
理
体
制
強
化
か
ら
の
ア
プ

　

ロ
ー
チ

　　

地
震
災
害
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
、

火
災
な
ど
の
発
生
を
念
頭
に
、「
自

助
」「
互
助
」「
公
助
」
の
観
点
か
ら
、

町
内
全
集
落
の
自
主
防
災
組
織
化
と

活
動
支
援
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の

災
害
へ
の
備
え
を
よ
り
万
全
な
も
の

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
28
年
度
に
町

内
全
域
に
配
備
し
た
「
同
報
系
防
災

行
政
無
線
」
の
本
格
的
な
運
用
を
は

じ
め
、
町
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と

し
た
防
災
士
の
育
成
、
消
防
団
の
自

動
車
ポ
ン
プ
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

更
新
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
備
蓄

用
品
や
資
機
材
の
確
保
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
地
域
防

災
に
係
る
行
政
組
織
の
見
直
し
を
行

い
、
従
来
の
防
災
業
務
に
加
え
、
熊

や
サ
ル
、
さ
ら
に
は
イ
ノ
シ
シ
等
の

有
害
鳥
獣
対
策
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
対
応
等
、
町
民
の
生
命
や
安

全
な
暮
ら
し
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
危

機
に
総
合
的
に
対
応
す
る
組
織
体
制

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
将
来
を
見
越
し
た
生
活
基
盤
整
備

　

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
を
間

近
に
控
え
、
広
域
的
な
地
域
活
性
化

事
業
の
展
開
や
都
市
部
か
ら
の「
人
」

や
「
モ
ノ
」
の
流
れ
を
呼
び
込
み
、

町
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
を
は

じ
め
様
々
な
効
果
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て

は
、高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
中
、

産
業
政
策
、
観
光
政
策
、
住
宅
政
策

な
ど
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た

と
き
、
持
続
的
な
町
の
発
展
に
資
す

る
重
要
な
社
会
基
盤
と
な
る
と
捉
え

て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
生
活
を
支
え
る
生
活

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

「
町
道
松
ノ
木
糸
引
線
」
や
「
高
畠

小
学
校
西
線
」
の
道
路
整
備
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
継
続
事
業
の
早
期

完
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
工
事
着
工
し
て
お
り
ま
す

第
１
水
源
地
の
水
質
改
善
と
施
設
更

新
の
た
め
の
「
膜
ろ
過
施
設
整
備
事

業
」
の
ほ
か
、
高
度
成
長
期
に
整
備

し
た
管
路
や
施
設
・
装
置
の
修
繕
、

更
新
事
業
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
置
賜
広
域
水
道
と

自
己
水
源
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給

と
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
策
定
し
た
「
汚
水
処
理
施
設

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
整
備
手
法
と
処
理
区
域

の
見
直
し
を
行
い
、
未
整
備
区
域
の

整
備
を
早
期
に
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
下
水
道
区
域
外
の
個

別
処
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

町
設
置
型
浄
化
槽
の
整
備
を
継
続
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
山

交
バ
ス
株
式
会
社
と
の
協
議
に
よ

り
、
定
時
定
路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー

ト
の
見
直
し
を
行
い
、
高
畠
駅
を
経

由
す
る
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
、
高

校
生
な
ど
の
通
学
に
も
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事

業
」
に
つ
い
て
も
、
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
の
変
更
と
運
行
車
両
の
更
新
を

行
い
な
が
ら
、
多
く
の
利
用
者
の
要

望
で
あ
っ
た
「
当
日
予
約
運
行
」
を

実
現
し
、
利
用
割
合
の
高
い
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た「
生
活
支
援
バ
ス
」

と
し
て
の
運
行
形
態
に
移
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑤
将
来
と
も
に
健
全
な
行
財
政
基
盤

　

の
構
築
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

平
成
30
年
度
ま
で
を
実
施
期
間
と

す
る
第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
を
踏

ま
え
、
次
期
総
合
計
画
策
定
に
係
る

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
町
民
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
施
策
・
事
業
に
対
す

る
評
価
や
町
民
ニ
ー
ズ
、
要
望
等
の

調
査
を
行
い
、
次
期
総
合
計
画
の
基

礎
調
査
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い

新
た
な
行
政
需
要
や
今
日
的
課
題
解

決
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
気
概
を
持

つ
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
社
会
経
済
状
況
や
行
政
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
た
課
題
解
決
型
の

組
織
を
構
築
す
る
た
め
、
行
政
組
織

の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
の
期
待
に

応
え
う
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行

政
運
営
と
更
な
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲同報系防災行政無線
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⑷
ゆ
る
ぎ
な
い
自
立
に
向
け
た
ま
ち

　

づ
く
り　
　
　
　
　

　　

将
来
と
も
に
「
足
腰
の
強
い
」
地

域
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
安
定
し

た
行
財
政
基
盤
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
、
地
域
が
自
ら
考
え
行
動
に
つ

な
げ
て
い
く
地
域
力
と
、
そ
こ
に
は

健
康
で
活
力
あ
る
町
民
の
活
動
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
に
根
差
し
た
社

会
・
生
活
基
盤
の
構
築
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
民
の
健
康
と
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
等
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ

　

く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
こ

と
は
、
す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
も
あ
り

ま
す
。
高
齢
社
会
の
進
展
や
疾
病
構

造
の
変
化
が
進
む
中
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
い
か
に
健
康
寿
命
を
延
ば

町
民
、
企
業
等
、
こ
の
町
を
支
え
る

あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
中
で
最
大
限
の
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
地

域
の
絆
を
強
く
し
、
共
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
自
ら

考
え
実
践
し
て
い
く
と
い
う
、
協
働

と
共
生
の
関
係
を
構
築
し
、「
共
に

創
り
上
げ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
ま

　

ち
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

交
通
安
全
お
よ
び
防
犯
対
策
に
つ

い
て
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
、
警
察
や
関
係
団

体
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
運
動
や

活
動
を
強
化
し
、
交
通
安
全
お
よ
び

防
犯
意
識
の
一
層
の
浸
透
と
定
着
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
屋
の
倒
壊
、
景
観
の
悪
化
、
防

犯
や
衛
生
面
等
様
々
な
問
題
を
有
す

る
管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
法
律
お
よ
び
条
例
に
基
づ
き
適

正
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
資
源
の
有
効
活
用
、
ご
み
の
減

量
等
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ご
み
の
発
生
抑

制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
事
業
を
継

続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
暮
ら
し

や
す
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
か

　

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

近
年
の
異
常
気
象
を
み
て
も
地

球
温
暖
化
対
策
は
急
務
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
平
成
28
年
度
か

ら
取
組
み
を
進
め
て
い
る
国
民
運

動
「CO

O
L CH

O
ICE

（
賢
い
選
択
）」

の
活
動
を
全
町
的
に
展
開
し
、
そ
の

普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
活
用

や
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
を
目
的
と
し
た
助
成
に
つ
い
て

は
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
機
器
」

や
「
太
陽
熱
温
水
シ
ス
テ
ム
」
に
加

え
、「
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
」や「
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
対
象
設
備

を
拡
大
し
、実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　③

「
た
か
は
た
ら
し
さ
」
を
活
か
し

　

た
観
光
交
流
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

恵
ま
れ
た
高
畠
町
の
地
域
資
源
を

活
か
し
、
そ
の
魅
力
を
町
内
外
へ
発

信
す
る
広
域
的
な
観
光
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、「
た
か

は
た
咲
食
楽（
さ
く
ら
）フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
や
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
み
ち
の

く
お
と
ぎ
街
道
事
業
」
な
ど
の
新
規

事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
既
存
の

観
光
資
源
の
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
や

「
新
し
い
観
光
交
流
の
あ
り
方
」
を

模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
旅
行
）
推
進
に
よ
る
ツ
ア
ー

造
成
事
業
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を

柱
と
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
観
光
者
等
の
受
入

環
境
整
備
を
進
め
、
訪
日
観
光
客
の

確
保
を
含
め
、
更
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
で
は
、「
高
畠
町
健
康
増
進
計

画　

げ
ん
き
高
畠
21
（
第
２
次
）」

に
基
づ
き
、
町
民
と
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
地
域
に
お
け
る
身
近
な

場
所
で
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
み

や
町
民
自
ら
の
取
組
み
を
応
援
す
る

体
制
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
高
畠
病
院
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
き
め
細
や

か
な
体
制
の
も
と
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
結

び
つ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
公
立
高
畠
病
院
経

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
公
立
高

畠
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
目

標
達
成
に
向
け
、
限
ら
れ
た
職
員
体

制
と
診
療
体
制
の
中
で
最
善
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
質
の

良
い
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
た

こ
と
に
よ
り
、入
院
収
益
が
改
善
し
、

新
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
数
値
を
概
ね

達
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
更

な
る
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
経

営
の
実
現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町

民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
使
命

の
も
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
中

④
元
気
な
地
域
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ

　

ロ
ー
チ

　　

商
店
街
を
中
心
と
し
た
町
全
体
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
商
工

会
や
観
光
協
会
等
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、
商
店
街
の
基
礎
で
あ
る
個
人

店
の
繁
盛
店
づ
く
り
の
取
組
み
や
次

世
代
を
担
う
商
店
経
営
者
の
育
成
事

業
等
、
特
色
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を

積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
四

季
折
々
の
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
地
域
の
絆
の
強
化
と
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
旅
行
）
を
含

め
た
観
光
施
策
と
の
連
携
に
よ
る
商

店
街
の
活
性
化
も
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

▲わらじみこしの取材・体
　験に訪れた台湾メディア

  

◆
結
び
に
あ
た
っ
て

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、
町
を
取
り

巻
く
環
境
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
を
転
換
し
、
様
々
な
課
題

の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
大
胆
か
つ
柔
軟
に
施
策
の
展
開
を
図
り
、
未
来
志
向

の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
29

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

☎
52
１
１
１
２

核
的
施
設
と
し
て
町
内
診
療
所
や
福

祉
・
介
護
施
設
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健
医
療
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
危
機
管
理
体
制
強
化
か
ら
の
ア
プ

　

ロ
ー
チ

　　

地
震
災
害
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
、

火
災
な
ど
の
発
生
を
念
頭
に
、「
自

助
」「
互
助
」「
公
助
」
の
観
点
か
ら
、

町
内
全
集
落
の
自
主
防
災
組
織
化
と

活
動
支
援
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の

災
害
へ
の
備
え
を
よ
り
万
全
な
も
の

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
28
年
度
に
町

内
全
域
に
配
備
し
た
「
同
報
系
防
災

行
政
無
線
」
の
本
格
的
な
運
用
を
は

じ
め
、
町
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と

し
た
防
災
士
の
育
成
、
消
防
団
の
自

動
車
ポ
ン
プ
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

更
新
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
備
蓄

用
品
や
資
機
材
の
確
保
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
地
域
防

災
に
係
る
行
政
組
織
の
見
直
し
を
行

い
、
従
来
の
防
災
業
務
に
加
え
、
熊

や
サ
ル
、
さ
ら
に
は
イ
ノ
シ
シ
等
の

有
害
鳥
獣
対
策
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
対
応
等
、
町
民
の
生
命
や
安

全
な
暮
ら
し
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
危

機
に
総
合
的
に
対
応
す
る
組
織
体
制

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
将
来
を
見
越
し
た
生
活
基
盤
整
備

　

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
を
間

近
に
控
え
、
広
域
的
な
地
域
活
性
化

事
業
の
展
開
や
都
市
部
か
ら
の「
人
」

や
「
モ
ノ
」
の
流
れ
を
呼
び
込
み
、

町
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
を
は

じ
め
様
々
な
効
果
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て

は
、高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
中
、

産
業
政
策
、
観
光
政
策
、
住
宅
政
策

な
ど
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た

と
き
、
持
続
的
な
町
の
発
展
に
資
す

る
重
要
な
社
会
基
盤
と
な
る
と
捉
え

て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
生
活
を
支
え
る
生
活

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

「
町
道
松
ノ
木
糸
引
線
」
や
「
高
畠

小
学
校
西
線
」
の
道
路
整
備
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
継
続
事
業
の
早
期

完
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
工
事
着
工
し
て
お
り
ま
す

第
１
水
源
地
の
水
質
改
善
と
施
設
更

新
の
た
め
の
「
膜
ろ
過
施
設
整
備
事

業
」
の
ほ
か
、
高
度
成
長
期
に
整
備

し
た
管
路
や
施
設
・
装
置
の
修
繕
、

更
新
事
業
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
置
賜
広
域
水
道
と

自
己
水
源
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給

と
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
策
定
し
た
「
汚
水
処
理
施
設

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
整
備
手
法
と
処
理
区
域

の
見
直
し
を
行
い
、
未
整
備
区
域
の

整
備
を
早
期
に
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
下
水
道
区
域
外
の
個

別
処
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

町
設
置
型
浄
化
槽
の
整
備
を
継
続
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
山

交
バ
ス
株
式
会
社
と
の
協
議
に
よ

り
、
定
時
定
路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー

ト
の
見
直
し
を
行
い
、
高
畠
駅
を
経

由
す
る
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
、
高

校
生
な
ど
の
通
学
に
も
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事

業
」
に
つ
い
て
も
、
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
の
変
更
と
運
行
車
両
の
更
新
を

行
い
な
が
ら
、
多
く
の
利
用
者
の
要

望
で
あ
っ
た
「
当
日
予
約
運
行
」
を

実
現
し
、
利
用
割
合
の
高
い
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た「
生
活
支
援
バ
ス
」

と
し
て
の
運
行
形
態
に
移
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑤
将
来
と
も
に
健
全
な
行
財
政
基
盤

　

の
構
築
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

平
成
30
年
度
ま
で
を
実
施
期
間
と

す
る
第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
を
踏

ま
え
、
次
期
総
合
計
画
策
定
に
係
る

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
町
民
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
施
策
・
事
業
に
対
す

る
評
価
や
町
民
ニ
ー
ズ
、
要
望
等
の

調
査
を
行
い
、
次
期
総
合
計
画
の
基

礎
調
査
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い

新
た
な
行
政
需
要
や
今
日
的
課
題
解

決
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
気
概
を
持

つ
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
社
会
経
済
状
況
や
行
政
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
た
課
題
解
決
型
の

組
織
を
構
築
す
る
た
め
、
行
政
組
織

の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
の
期
待
に

応
え
う
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行

政
運
営
と
更
な
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲同報系防災行政無線
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▶問合せ先／町企画財政課財政係　☎（52）１７４０

7億8,000万円の減額

414,151

99億5,000万円

区　　　分 金　額 構成比

義務的経費
人件費 17億4,858万円 17.6%

43.8%扶助費 16億2,764万円 16.3%
公債費 9億8,277万円 9.9%

投資的経費
普通建設事業費 7億9,231万円 8.0%

8.0%
災害復旧事業費 12万円 0.0%

そ の 他

物件費 13億3,099万円 13.4%

48.2%

維持補修費 2億1,466万円 2.2%
補助費等 13億3,336万円 13.4%
積立金 653万円 0.0%
投資及び出資金 1億5,082万円 1.5%
貸付金 2億5,270万円 2.5%
繰出金 14億9,452万円 15.0%
予備費 1,500万円 0.2%

一般会計の主な事業昨年度比

歳出
町民一人当たりに使われるお金

歳出の性質別分類（一般会計）

町の人口　24,025人（平成29年3月1日現在の住基登録者）

道路新設改良事業
屋代小学校解体事業
都市公園整備事業
橋梁長寿命化修繕事業
町営住宅大町団地改修事業
新図書館実施設計業務
住宅建設支援事業等補助事業
自動車ポンプ・小型動力ポンプ整備事業

1億 5,973 万円
1億 1,448 万円

5,000 万円
4,700 万円
3,520 万円
3,300 万円
3,200 万円

2,393 万円

高齢者いきいき活動支援事業
デマンド交通運行事業
福祉医療費
放課後児童クラブ推進事業
ひとり親家庭等生活向上支援事業
子育て支援センター事業
保育料軽減事業
各種健診等住民保健事業
母子保健事業（乳幼児・妊婦健診事業等）

環境基本計画推進事業（防犯灯 LED化等）

ごみゼロモデル事業（生ごみ資源化等）

農地維持・資源向上支払交付金事業

耕作放棄地対策推進事業
たかはた咲食楽フェスティバル事業
ツールドみちのくおとぎ街道事業
げんきな高畠イベント開催事業
英語教育推進事業
人材養成事業（中高生海外派遣、国内研修派遣）

地域学校協働活動推進事業

1,488 万円
1,431 万円

2億 289 万円
2,800 万円
816 万円
285 万円
2,650 万円
3,348 万円

3,726 万円

614 万円

794 万円

9,571 万円
101 万円
780 万円
710 万円
310 万円
25万円

255 万円
471 万円

民生費
31 億 4,295 万円
（31.6％）

総務費
11 億 1,163 万円
（11.2％）

教育費
10 億 8,873 万円
（10.9％）

土木費
10 億 8,743 万円
（10.9％）

公債費
9 億 8,277 万円
（9.9％）

衛生費
9 億 2,558 万円
（9.3％）

消防費
4 億 8,473 万円
（4.9％）

商工費
4 億 7,741 万円
（4.8％）

農林水産業費
4 億 5,268 万円
（4.5％）

その他
1 億 9,609 万円
（2.0％）

Ｈ25

36億
3,385万円

37億
6,826万円

38億
2,952万円

37億
182万円 39億

1,321万円

67億
7,157万円

99億
5,000万円

69億
3,586万円

107億
3,000万円

69億
1,916万円

108億
9,000万円

65億
9,679万円

121億
3,000万円

63億
1,629万円

106億
1,000万円

42万
3,046円 48万

9,567円

44万
3,476円

44万
2,639円

41万
4,151円

8万
3,627円

8万
5,926円

8万
6,676円

8万
8,522円 9万

1,496円

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
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▶問合せ先／町企画財政課財政係　☎（52）１７４０

7億8,000万円の減額

414,151

99億5,000万円

区　　　分 金　額 構成比

義務的経費
人件費 17億4,858万円 17.6%

43.8%扶助費 16億2,764万円 16.3%
公債費 9億8,277万円 9.9%

投資的経費
普通建設事業費 7億9,231万円 8.0%

8.0%
災害復旧事業費 12万円 0.0%

そ の 他

物件費 13億3,099万円 13.4%

48.2%

維持補修費 2億1,466万円 2.2%
補助費等 13億3,336万円 13.4%
積立金 653万円 0.0%
投資及び出資金 1億5,082万円 1.5%
貸付金 2億5,270万円 2.5%
繰出金 14億9,452万円 15.0%
予備費 1,500万円 0.2%

一般会計の主な事業昨年度比

歳出
町民一人当たりに使われるお金

歳出の性質別分類（一般会計）

町の人口　24,025人（平成29年3月1日現在の住基登録者）

道路新設改良事業
屋代小学校解体事業
都市公園整備事業
橋梁長寿命化修繕事業
町営住宅大町団地改修事業
新図書館実施設計業務
住宅建設支援事業等補助事業
自動車ポンプ・小型動力ポンプ整備事業

1億 5,973 万円
1億 1,448 万円

5,000 万円
4,700 万円
3,520 万円
3,300 万円
3,200 万円

2,393 万円

高齢者いきいき活動支援事業
デマンド交通運行事業
福祉医療費
放課後児童クラブ推進事業
ひとり親家庭等生活向上支援事業
子育て支援センター事業
保育料軽減事業
各種健診等住民保健事業
母子保健事業（乳幼児・妊婦健診事業等）

環境基本計画推進事業（防犯灯 LED化等）

ごみゼロモデル事業（生ごみ資源化等）

農地維持・資源向上支払交付金事業

耕作放棄地対策推進事業
たかはた咲食楽フェスティバル事業
ツールドみちのくおとぎ街道事業
げんきな高畠イベント開催事業
英語教育推進事業
人材養成事業（中高生海外派遣、国内研修派遣）

地域学校協働活動推進事業

1,488 万円
1,431 万円

2億 289 万円
2,800 万円
816 万円
285 万円
2,650 万円
3,348 万円

3,726 万円

614 万円

794 万円

9,571 万円
101 万円
780 万円
710 万円
310 万円
25万円

255 万円
471 万円

民生費
31 億 4,295 万円
（31.6％）

総務費
11 億 1,163 万円
（11.2％）

教育費
10 億 8,873 万円
（10.9％）

土木費
10 億 8,743 万円
（10.9％）

公債費
9 億 8,277 万円
（9.9％）

衛生費
9 億 2,558 万円
（9.3％）

消防費
4 億 8,473 万円
（4.9％）

商工費
4 億 7,741 万円
（4.8％）

農林水産業費
4 億 5,268 万円
（4.5％）

その他
1 億 9,609 万円
（2.0％）

Ｈ25

36億
3,385万円

37億
6,826万円

38億
2,952万円

37億
182万円 39億

1,321万円

67億
7,157万円

99億
5,000万円

69億
3,586万円

107億
3,000万円

69億
1,916万円

108億
9,000万円

65億
9,679万円

121億
3,000万円

63億
1,629万円

106億
1,000万円

42万
3,046円 48万

9,567円

44万
3,476円

44万
2,639円

41万
4,151円

8万
3,627円

8万
5,926円

8万
6,676円

8万
8,522円 9万

1,496円

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

平成29年度　予算

91,496
平成29年度高畠町一般会計予算は、
99億5,000万円で、対前年度比で 7億
8,000万円、7.3％の減額としました。
歳入のうち、町税、地方交付税および
臨時財政対策債等の一般財源は66億
7,918万円で、前年度比4,502万円、0.7％
の増額を見込みました。町税は、町民税
などの増額、国の地方財政計画により、
地方交付税は4,000万円の減額、臨時財
政対策債は3,400万円の増額を見込みま
した。
主な事業としては、地方創生推進事業、
子ども子育て支援事業、18歳までの医
療費無料化事業、図書館建設事業、公共
交通の利便性向上事業などを予算化し、
町民の福祉および生活環境の向上に努め
る予算としました。
一般会計と特別会計、企業会計の予算
総額は206億3,478万円で、一般会計や
介護保険特別会計などの減額と、病院事
業会計や水道事業会計などの増額により、
前年度比7億3,289万円、3.4％の減額と
しました。

99億5,000万円

歳入

一般会計予算額
町民一人当たりの町税額

地方交付税
36 億 4,000 万円
（36.6％）

町税
21 億 9,818 万円
（22.1％）

国庫支出金
9 億 4,899 万円
（9.5％）

県支出金
7 億 5,842 万円
（7.6％）

町債
7 億 3,870 万円
（7.4％）

繰入金
4 億 6,230 万円
（4.6％）

地方消費税交付金
3 億 5,000 万円
（3.5％）

諸収入
3 億 1,313 万円
（3.1％）

繰越金
1 億 5,000 万円
（1.5％）

地方譲与税
1 億 4,200 万円
（1.4％） その他

2 億 4,828 万円
（2.7％）

2,000

1,500

1,000

500

0

（百万円）

Ｈ26

1,678 国民健康保険事業
介護保険事業
下水道事業

後期高齢者医療事業
特定地域生活排水処理事業
農業集落排水事業
訪問看護事業
財産区会計

飲料水供給事業
水道事業
病院事業

30 億 8,841万円
24 億 6,378万円
8億 462万円
2億 2,095万円

8,258万円
7,408万円
2,480万円
918万円
318万円

11 億 1,378万円
27 億 9,944万円

1,718 1,739

1,284

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

その他
公共施設等整備基金
地域福祉基金
土地開発基金
減債基金
財政調整基金105 78 69

64

67

67

655 706

690

203

256

398

495

67

394

520

705

76

393

395

4

4
4

4
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高
畠
町
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
防
災
情
報
等
を

町
内
で
一
斉
に
放
送
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
防
災
行
政
無
線
」
を
４
月
か
ら
運
用
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
と
は

　

消
防
署
や
役
場
か
ら
町
内
の
公
共

施
設
や
自
治
会
公
民
館
等
の
敷
地
に

設
置
し
た
屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
に
対
し
て
一
斉
に
放
送
を
行

う
設
備
で
す
。

　

無
線
を
使
っ
た
通
信
設
備
の
た

め
、
災
害
時
に
回
線
を
切
断
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
外

拡
声
子
局
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
備
え

て
い
る
た
め
、
災
害
に
よ
る
停
電
時

に
も
作
動
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
76
カ
所
に
屋
外
拡

声
子
局
を
設
置
し
て
防
災
情
報
や
行

政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
大
規
模
地
震
、
台
風
、
風
水
害
、

火
災
等
の
災
害
情
報

・
特
別
警
報
な
ど
気
象
庁
が
発
表
す

る
重
要
な
事
項

・
町
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
に
か
か

わ
る
事
項

・
国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
（
弾
道

ミ
サ
イ
ル
・
大
規
模
テ
ロ
等
）

・
平
常
時
の
重
要
な
行
政
情
報

　
防
災
行
政
無
線
に

　
　
　
関
す
る
お
願
い

・
災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
放
送
は
昼

夜
を
問
わ
ず
放
送
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

・
最
近
の
住
宅
は
気
密
性
が
高
く
、

室
内
で
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が

聞
き
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、天
候
や
風
向
き
に
よ
っ

て
も
聞
こ
え
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。放
送
に
気
づ
い
た
場
合
は
、

窓
を
開
け
て
聞
く
な
ど
の
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
無
線
で
放
送
さ
れ
た
内
容
を
確
認

し
た
い
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線

テ
レ
ホ
ン
ダ
イ
ヤ
ル
で
確
認
で
き

ま
す
。

　　

５
月
よ
り
毎
週
月
曜
日
18
時
に
、

試
験
放
送
を
目
的
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ラッパ型スピーカー

＜屋外拡声スピーカーの設置例＞
スピーカーの種類や個数は場所によって違いがあります。

防
災
行
政
無
線
で

 
お
知
ら
せ
す
る
情
報

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
危
機
管
理
係　

☎
52
３
７
４
４

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

アンテナ

スリムスピーカー



       2017. ４11

　

高
畠
町
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
防
災
情
報
等
を

町
内
で
一
斉
に
放
送
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
防
災
行
政
無
線
」
を
４
月
か
ら
運
用
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
と
は

　

消
防
署
や
役
場
か
ら
町
内
の
公
共

施
設
や
自
治
会
公
民
館
等
の
敷
地
に

設
置
し
た
屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
に
対
し
て
一
斉
に
放
送
を
行

う
設
備
で
す
。

　

無
線
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っ
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通
信
設
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の
た

め
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災
害
時
に
回
線
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れ
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恐
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局
に
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に
も
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し
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す
。
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局
を
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し
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や
行
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を
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し
ま
す
。
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、
台
風
、
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、
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等
の
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害
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・
特
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警
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な
ど
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が
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る
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要
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事
項

・
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の
生
命
お
よ
び
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に
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項
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保
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に
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す
る
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弾
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情
報
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に
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る
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い
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ど
の
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送
は
昼
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を
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ず
放
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し
ま
す
の
で
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。
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の
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、
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内
で
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の
放
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が
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な
い
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が
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す
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た
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に
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も
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い
場
合
が
あ
り

ま
す
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に
気
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は
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窓
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て
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ど
の
対
応
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ま
す
。

・
無
線
で
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た
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を
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い
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合
は
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政
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線

テ
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ホ
ン
ダ
イ
ヤ
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で
確
認
で
き

ま
す
。
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よ
り
毎
週
月
曜
日
18
時
に
、
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験
放
送
を
目
的
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ラッパ型スピーカー

＜屋外拡声スピーカーの設置例＞
スピーカーの種類や個数は場所によって違いがあります。

防
災
行
政
無
線
で
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せ
す
る
情
報
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せ
先
／
町
総
務
課
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機
管
理
係　

☎
52
３
７
４
４

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

アンテナ

スリムスピーカー

高畠町防災行政無線テレホンダイヤル
０２３８-５２- ５１０１　

無線で放送された内容を確認したい場合は、放送終了後 24時間までこの電話番号で確認できます。

高

畠

地

区

高畠町役場

飯森公民館

泉岡公民館

塩森集荷場東側

高畠小学校

北目公民館

御入水公園

中央公園

高安ポンプ庫付近

鳥居町公民館

旧第一中学校

熊の前公民館

駄子町ポンプ庫付近

金原新田公民館

蛭沢公民館

入蛭沢ポンプ庫隣

奈良坂集荷場

亀

岡

地

区

入生田北公民館

入生田西公民館

入生田南公民館

露藤公民館

露藤上集会場

亀岡小学校

亀岡コミュニティセンター

中島公民館

船橋ポンプ庫付近

屋

代

地

区

屋代地区公民館

相森安孫子倉庫北側

一本柳稲荷神社

川沼公民館北側

柏木目公民館

時沢公民館

野手倉公民館

日向公民館

大笹生公民館

山越公民館

根岸公民館

深沼北公民館

高畠高校北側町道

糠

野

目

地

区

石岡公民館

中瀬公民館

夏刈公民館

津久茂公園

蛇口公民館

上平柳公民館

小其塚警鐘台跡地付近

三軒屋公民館

仲町公民館

糠野目小学校

旧第四中学校

本町公民館

二

井

宿

地

区

上駄子町公民館

弁天前ポンプ庫付近

二井宿保育園

筋公民館

中公民館

二井宿入活性化センター

和

田

地

区

二ツ橋公民館

下和田南地内

馬頭公民館

旧第三中学校

佐沢公民館

南佐沢公民館

和田小学校

鼠持公民館

北和田公民館

両組公民館

上和田交流館

大石田公民館

原窪公民館

海上公民館

立石公民館

小倉公民館

太田集荷場

川北上公民館

川北下公民館

屋外拡声子局設置箇所一覧

高畠町役場

同報系防災行政無線システム構成図

高畠消防署
（統制局）

▲消防署内統制局のようす
屋外拡声子局

屋外拡声子局
再送信子局（二井宿・和田）
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４
月
か
ら
町
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
役
場
組
織
と
す
る
た
め
、

組
織
の
一
部
見
直
し
を
行
い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
の
体
制

と
し
ま
し
た
。
以
下
、
変
更
に
な
っ
た
点
の
み
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

◆
産
業
経
済
課
を
「
農
林
振
興
課
」

と
「
商
工
観
光
課
」
に
分
割
し
ま
す
。

【
農
林
振
興
課
】

・
平
成
三
十
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
新

　
し
い
米
の
生
産
調
整
制
度
へ
の
対

　
応
や
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の

　
推
進
、
付
加
価
値
を
高
め
る
農
業

　
の
６
次
産
業
化
推
進
な
ど
を
積
極

　
的
に
進
め
ま
す
。

【
商
工
観
光
課
】

・
更
な
る
商
工
業
の
振
興
を
図
る
と

　
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ

　
め
と
す
る
観
光
交
流
の
誘
客
を
積

　

極
的
に
進
め
ま
す
。

◆
名
称
を
変
更
す
る
課

【
福
祉
こ
ど
も
課
】

　

福
祉
課
を
「
福
祉
こ
ど
も
課
」
に

改
め
、
教
育
総
務
課
か
ら
次
の
事
務

を
移
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

・
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
、
児
童

　
館
お
よ
び
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
。

【
健
康
長
寿
課
】

　

健
康
推
進
課
を
「
健
康
長
寿
課
」

に
改
め
、
福
祉
課
か
ら
次
の
事
務
を

移
し
ま
す
。

・
高
齢
者
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

・
介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

・
町
民
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
。

◆
各
課
の
変
更
点

【
総
務
課
】

　

地
域
防
災
係
を
「
危
機
管
理
係
」

に
改
め
、
町
民
の
安
全
に
関
す
る
こ

と
を
担
当
し
ま
す
。

【
町
民
課
】

　

福
祉
課
の
「
介
護
保
険
係
」
を
町

民
課
に
移
し
、「
介
護
保
険
の
手
続

き
」
を
担
当
し
ま
す
。

【
建
設
課
】

　

新
た
に
「
地
籍
調
査
係
」
を
置
き
、

地
籍
調
査
の
再
開
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
ま
す
。

総　

務　

課

企
画
財
政
課

税　

務　

課

町　

民　

課

生
活
環
境
課

福
祉
こ
ど
も
課

健
康
長
寿
課

（
げ
ん
き
館
）

農
林
振
興
課

商
工
観
光
課

建　

設　

課

上
下
水
道
課

会　

計　

課

教
育
総
務
課

社
会
教
育
課

総
務
係
・
文
書
法
令
係
・
情
報
統
計
係
・
危
機
管
理
係
・
施
設
管
理
係 

企
画
調
整
係
・
広
聴
広
報
係
・
財
政
係 

住
民
税
係
・
資
産
税
係
・
収
納
管
理
係
・
滞
納
整
理
係 

住
民
年
金
係
・
医
療
給
付
係
・
介
護
保
険
係 

生
活
安
全
係
・
環
境
係
・
衛
生
係 

地
域
福
祉
係
・
障
が
い
者
福
祉
係
・
こ
ど
も
福
祉
係
・
子
育
て
支
援
係
・
こ
ど
も
施
設
係

保
育
園
・
児
童
館
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー 

健
康
増
進
係
・
地
域
保
健
係
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◇４月の土曜開院日は、『８日』と『22日』です。（午前中開院）

＜知っておきたい認知症の予備知識③＞
公立高畠病院は、リハビリテーションの充実を図るとともに、地域医療の充実に努めます！

公立高畠病院リハビリテーション科　
主任作業療法士　小下  弘嗣

公立高畠病院

からのおしらせ

公立高畠病院リハビリテーション科の紹介⑥

～認知症を早期発見するために～
　認知症は早期に発見して、早期に治療を行うことが重要です。そのためには、本人・家族や周囲の人々が小さ

な変化を見逃さないことが大切です。年齢とともに認知症にかかる可能性は大きくなりますので、日頃から家族

や周囲の人と「もしも認知症になったとき」のことを話し合っておくとよいでしょう。

　何かおかしい、いつもと違うと感じたら早めに周囲へ相談し、医療機関を受診しましょう。

　 記憶の検査
　絵や写真、質問の内容などをそ

の場で覚えて、聞かれたときに思

い出して答えられるか調べます。

　 見当識の検査
　日付や場所を間違えないか、病

気などの自覚があるかどうか質問

して調べます。

 　注意の検査
　課題に集中して取り組めるか、2

つ以上の作業を効率よくできるか

調べます。

～認知症診断のための検査とは～
　認知症診断は、頭の画像診断（CT・MRI）と簡単な検査によって

行われます。検査は様々な種類がありますが、30分～ 1時間程度で

受けることができます。

　「検査」となると敬遠されがちですが、認知症状が進行してしまうと適切な治療を受けることが難しくなります。

症状が軽いうちに受診しましょう。

　公立高畠病院の「物忘れ外来」では神経内科医のもと、作業療法士・言語聴覚士が検査を実施いたします。

　４月１日より、土屋登嗣（つちやたかし）医
師が、整形外科医として着任されました。
　詳しい診療日や時間は、公立高畠病院診療体
制やホームページでご確認ください。

　平成 7年度に山形大学を卒業して、23年目となります。
　大学で、この 8年は骨軟部腫瘍診療班の主任をやってきました。県内の悪性は、山形大
学のみで治療しています。非常にまれで、種類も多く、診断と治療に難渋する事が多いです。
手術は、腫瘍周囲と合併切除し、大きな機能喪失を生じます。骨腫瘍では、腫瘍用人工関節
で置き換えます。さらに、抗癌剤治療、終末期治療を行います。
　公立高畠病院では、整形外科とリハビリテーションを担当させていただきます。通常の整
形外科の他、良性骨軟部腫瘍、リウマチの治療を行います。
　今後、高畠町のために頑張ります。よろしくお願いいたします。

石川幹朗（整形外科）医師　３月末日で定年退職されました。
熊澤　豊（内科）医師　　　３月末日をもって退職されました。

　先生からひとこと

土屋登嗣 医師

新任の先生をご紹介します

◇４月の土曜開院日は、
『８日』と『22日』です。（午前中開院）
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＜知っておきたい認知症の予備知識③＞
公立高畠病院は、リハビリテーションの充実を図るとともに、地域医療の充実に努めます！

公立高畠病院リハビリテーション科　
主任作業療法士　小下  弘嗣

公立高畠病院

からのおしらせ

公立高畠病院リハビリテーション科の紹介⑥

～認知症を早期発見するために～
　認知症は早期に発見して、早期に治療を行うことが重要です。そのためには、本人・家族や周囲の人々が小さ

な変化を見逃さないことが大切です。年齢とともに認知症にかかる可能性は大きくなりますので、日頃から家族

や周囲の人と「もしも認知症になったとき」のことを話し合っておくとよいでしょう。

　何かおかしい、いつもと違うと感じたら早めに周囲へ相談し、医療機関を受診しましょう。

　 記憶の検査
　絵や写真、質問の内容などをそ

の場で覚えて、聞かれたときに思

い出して答えられるか調べます。
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して調べます。
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つ以上の作業を効率よくできるか
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～認知症診断のための検査とは～
　認知症診断は、頭の画像診断（CT・MRI）と簡単な検査によって

行われます。検査は様々な種類がありますが、30分～ 1時間程度で

受けることができます。

　「検査」となると敬遠されがちですが、認知症状が進行してしまうと適切な治療を受けることが難しくなります。

症状が軽いうちに受診しましょう。

　公立高畠病院の「物忘れ外来」では神経内科医のもと、作業療法士・言語聴覚士が検査を実施いたします。

　４月１日より、土屋登嗣（つちやたかし）医
師が、整形外科医として着任されました。
　詳しい診療日や時間は、公立高畠病院診療体
制やホームページでご確認ください。

　平成 7年度に山形大学を卒業して、23年目となります。
　大学で、この 8年は骨軟部腫瘍診療班の主任をやってきました。県内の悪性は、山形大
学のみで治療しています。非常にまれで、種類も多く、診断と治療に難渋する事が多いです。
手術は、腫瘍周囲と合併切除し、大きな機能喪失を生じます。骨腫瘍では、腫瘍用人工関節
で置き換えます。さらに、抗癌剤治療、終末期治療を行います。
　公立高畠病院では、整形外科とリハビリテーションを担当させていただきます。通常の整
形外科の他、良性骨軟部腫瘍、リウマチの治療を行います。
　今後、高畠町のために頑張ります。よろしくお願いいたします。

石川幹朗（整形外科）医師　３月末日で定年退職されました。
熊澤　豊（内科）医師　　　３月末日をもって退職されました。

　先生からひとこと

土屋登嗣 医師

新任の先生をご紹介します

◇４月の土曜開院日は、
『８日』と『22日』です。（午前中開院）
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「プラスチック製容器包装」と「ペットボトル」を出すときのお願い

　ごみの出し方等で間違いやすいごみについてまとめました。
　以下の点にご注意いただき、資源の有効利用、ごみの減量化にご協力ください。
　収集日は、集落（自治区）によって異なりますので、広報３月号と一緒に配布した「ごみ・資源分別収集カレンダー」
をご覧ください。

〇「商品が入っていた容器や商品を包んでい
た袋など」が対象となります。（上記の「プラ
スチック製容器包装マーク」記載）

〇指定のごみ袋（透明に黄色字）に入れ、集落名（自

治区名）・氏名を書く。

〇食べかすなどの付着物は水洗いして落とす。

※油が入っていたもの、汚れを落とすのが困難なも

のは燃やせるごみ（半透明に赤色字の袋）へ

〇異物（プラスチック製品（「ハンガー」等）、金属、

ガラス、紙、刃物系等）を混入しない。

※千代田クリーンセンターに直接搬入する場合、混雑するときは、ごみ収集車両を優先して受け付けすることに

なります。なるべく、みなさんのごみ収集所に、指定のごみ袋に入れて出すようにお願いします。

（３月・４月の引っ越しシーズン、ゴールデンウィークの谷間（５月１日㈪、２日㈫）、お盆前、年末年始は特に

混雑します。)

ごみ焼き、不法投棄は、法律で禁止されています。
（場合によっては、罰金を支払わなければなりません。）

▶問合せ先／町生活環境課衛生係　☎（52）１５９６

〇専用の収集コンテナへ。※指定のごみ袋（透明に

黄色字）には入れないでください。

〇必ず、キャップ・ラベルをはがす。
〇簡単に水洗いし、つぶす。（機械の故障につなが

るため、ペットボトルの「真ん中」からつぶして

ください。）

〇はずしたキャップ・ラベルは、左記の「プラスチッ

ク製容器包装」へ。

※マジックで文字が書いてある等の汚れがある場
合、切ってある場合、中にごみなどが入っている
場合は、燃やせるごみ（半透明に赤色字の袋）へ。

プラスチック製容器包装
（週１回回収）

ペットボトル
（缶と同時、第２週・第４週に回収）

高畠中学校体育施設
一 般 開 放 に 係 る
使用調整会議について

　平成 29年度上期分（10月まで）の日程調

整を行いますので、定期使用を希望する団体

代表者の方はご出席くださるようお願い致し

ます。

１．開催日時と場所

　４月６日（木）19時より、高畠中学校２階図書室

２．対象施設

　体育館（大、小）、野球場、ソフトボール場、

　テニスコート、サッカー場、陸上競技場

▶問合せ先／町教育総務課施設管理係　☎（52）３５２９　　高畠中学校　☎（40）０３５５

３．注意事項

・中学校での授業および使用時間以外の貸出となります。

（授業、学校行事、部活動等が優先されますのでご了承く

ださい。）

・団体のみへの貸出とし、個人への貸出はしません。

・使用料と減免扱い等については、当日ご説明します。

　

ペ
ッ
ト
は
癒
し
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
で
あ
る
一
方
で
、
正

し
く
飼
わ
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
役
場
に
犬
や
猫
に
関
す

る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ご

く
一
部
の
飼
い
主
に
よ
る
間

違
っ
た
飼
い
方
が
原
因
で
す
。

　

飼
い
主
は
気
に
な
ら
な
く
て

も
、
鳴
き
声
や
臭
い
な
ど
他
の

方
は
迷
惑
に
思
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
人
も
ペ
ッ
ト
も
気
持
ち

よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
責
任

と
愛
情
を
持
っ
て
正
し
く
ペ
ッ

ト
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
そ
の
マ
ナ
ー
正
し
い
で
す
か
？

▶問合せ先／町生活環境課環境係　☎（52）1215

　　犬を飼うとき

放し飼いはやめましょう
　犬の苦情で最近多いのが、放し飼いで
す。犬の放し飼いは一部例外を除いて、
条例で禁止されています。（山形県動物の
保護及び管理に関する条例 第２章 第４
条）
　普段おとなしい犬でも人に噛みついた
りすることがあります。また放し飼いさ
れた犬が交通事故にあったり、行方不明
になったりと、犬にとっても大変危険で
す。大切な愛犬を守るためにも、必ずリー
ドや鎖につないで飼っていただくようお
願いいたします。

必ず登録をする
新たに犬を飼った時は登録が義務づけ
られています。生活環境課で登録でき
ます。（登録料：3,000 円）

狂犬病予防注射をする
一年に一回狂犬病予防注射を受けなけ
ればなりません。町では 5～ 6月に集
合注射を行っています。 

糞は放置しないで！
飼い犬のふんをそのまま放置している
との苦情が多く寄せられています。
ふんは移植ベラで土の中に埋めても、
なかなか堆肥になりません。
散歩のときは、袋を忘れずに持ち、
ふんはきちんと持ち帰りましょう。

　　猫との接し方
猫へのむやみなエサやりで、
ご近所迷惑となっていませんか？

　猫に対するあなたの優
しいお気持ちは分かりま
す。
　しかし、ご近所に猫に
よる糞尿などで迷惑がか
かっていることにも目を
向けてください。
　また、むやみにエサをやってしまうと猫が集
まり、仔猫が生まれ、次々猫が増え、不幸な運
命をたどる悪循環を招いていることもご理解く
ださい。
　猫のことを本当に思うなら、飼い猫として室
内で飼ってあげてください。それができないの
であれば、エサを与えることはやめましょう。

猫を飼う時の最低限の注意事項

　　犬を飼うとき

避妊去勢手術をする
不幸な猫を増やさないように努めてください。 

糞尿の掃除をする
猫の糞尿に限らず、周辺美化に努めてください。

置きエサはしない
食べ残しにカラスや害虫などが集まり、大変不
衛生です。皿や水入れも片付けましょう。

周辺住民の理解を得る
猫の好きな方・嫌いな方を問わず、お互いに
コミュニケーションをしっかりとってください。
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「プラスチック製容器包装」と「ペットボトル」を出すときのお願い

　ごみの出し方等で間違いやすいごみについてまとめました。
　以下の点にご注意いただき、資源の有効利用、ごみの減量化にご協力ください。
　収集日は、集落（自治区）によって異なりますので、広報３月号と一緒に配布した「ごみ・資源分別収集カレンダー」
をご覧ください。

〇「商品が入っていた容器や商品を包んでい
た袋など」が対象となります。（上記の「プラ
スチック製容器包装マーク」記載）

〇指定のごみ袋（透明に黄色字）に入れ、集落名（自

治区名）・氏名を書く。

〇食べかすなどの付着物は水洗いして落とす。

※油が入っていたもの、汚れを落とすのが困難なも

のは燃やせるごみ（半透明に赤色字の袋）へ

〇異物（プラスチック製品（「ハンガー」等）、金属、

ガラス、紙、刃物系等）を混入しない。

※千代田クリーンセンターに直接搬入する場合、混雑するときは、ごみ収集車両を優先して受け付けすることに

なります。なるべく、みなさんのごみ収集所に、指定のごみ袋に入れて出すようにお願いします。

（３月・４月の引っ越しシーズン、ゴールデンウィークの谷間（５月１日㈪、２日㈫）、お盆前、年末年始は特に

混雑します。)

ごみ焼き、不法投棄は、法律で禁止されています。
（場合によっては、罰金を支払わなければなりません。）

▶問合せ先／町生活環境課衛生係　☎（52）１５９６

〇専用の収集コンテナへ。※指定のごみ袋（透明に

黄色字）には入れないでください。

〇必ず、キャップ・ラベルをはがす。
〇簡単に水洗いし、つぶす。（機械の故障につなが

るため、ペットボトルの「真ん中」からつぶして

ください。）

〇はずしたキャップ・ラベルは、左記の「プラスチッ

ク製容器包装」へ。

※マジックで文字が書いてある等の汚れがある場
合、切ってある場合、中にごみなどが入っている
場合は、燃やせるごみ（半透明に赤色字の袋）へ。

プラスチック製容器包装
（週１回回収）

ペットボトル
（缶と同時、第２週・第４週に回収）

高畠中学校体育施設
一 般 開 放 に 係 る
使用調整会議について

　平成 29年度上期分（10月まで）の日程調

整を行いますので、定期使用を希望する団体

代表者の方はご出席くださるようお願い致し

ます。

１．開催日時と場所

　４月６日（木）19時より、高畠中学校２階図書室

２．対象施設

　体育館（大、小）、野球場、ソフトボール場、

　テニスコート、サッカー場、陸上競技場

▶問合せ先／町教育総務課施設管理係　☎（52）３５２９　　高畠中学校　☎（40）０３５５

３．注意事項

・中学校での授業および使用時間以外の貸出となります。

（授業、学校行事、部活動等が優先されますのでご了承く

ださい。）

・団体のみへの貸出とし、個人への貸出はしません。

・使用料と減免扱い等については、当日ご説明します。
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そ
の
マ
ナ
ー
正
し
い
で
す
か
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▶問合せ先／町生活環境課環境係　☎（52）1215

　　犬を飼うとき

放し飼いはやめましょう
　犬の苦情で最近多いのが、放し飼いで
す。犬の放し飼いは一部例外を除いて、
条例で禁止されています。（山形県動物の
保護及び管理に関する条例 第２章 第４
条）
　普段おとなしい犬でも人に噛みついた
りすることがあります。また放し飼いさ
れた犬が交通事故にあったり、行方不明
になったりと、犬にとっても大変危険で
す。大切な愛犬を守るためにも、必ずリー
ドや鎖につないで飼っていただくようお
願いいたします。

必ず登録をする
新たに犬を飼った時は登録が義務づけ
られています。生活環境課で登録でき
ます。（登録料：3,000 円）

狂犬病予防注射をする
一年に一回狂犬病予防注射を受けなけ
ればなりません。町では 5～ 6月に集
合注射を行っています。 

糞は放置しないで！
飼い犬のふんをそのまま放置している
との苦情が多く寄せられています。
ふんは移植ベラで土の中に埋めても、
なかなか堆肥になりません。
散歩のときは、袋を忘れずに持ち、
ふんはきちんと持ち帰りましょう。

　　猫との接し方
猫へのむやみなエサやりで、
ご近所迷惑となっていませんか？

　猫に対するあなたの優
しいお気持ちは分かりま
す。
　しかし、ご近所に猫に
よる糞尿などで迷惑がか
かっていることにも目を
向けてください。
　また、むやみにエサをやってしまうと猫が集
まり、仔猫が生まれ、次々猫が増え、不幸な運
命をたどる悪循環を招いていることもご理解く
ださい。
　猫のことを本当に思うなら、飼い猫として室
内で飼ってあげてください。それができないの
であれば、エサを与えることはやめましょう。

猫を飼う時の最低限の注意事項

避妊去勢手術をする
不幸な猫を増やさないように努めてください。 

糞尿の掃除をする
猫の糞尿に限らず、周辺美化に努めてください。

置きエサはしない
食べ残しにカラスや害虫などが集まり、大変不
衛生です。皿や水入れも片付けましょう。

周辺住民の理解を得る
猫の好きな方・嫌いな方を問わず、お互いに
コミュニケーションをしっかりとってください。
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広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々

広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々

　

平
成
28
年
度
の
広
報
た
か
は
た
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
俳
句

１
２
５
点
、
短
歌
88
点
、
川
柳
１
３
０
点
、
詩
22
点
の
合
計
３
６
５
点
で
し

た
。
そ
の
中
か
ら
最
高
賞
と
佳
作
を
選
者
の
方
に
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
表
彰
式
は
６
月
４
日
㈰
に
開
催
す
る
「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
の

中
で
行
い
ま
す
。

年間賞の発表

短　

歌

黒　

田　
　

敦
・
選

俳　

句

村　

上　

清　

江
・
選

ヘ
ル
メ
ッ
ト
揃
え
自
転
車
新
緑
へ

一
本
柳　

佐
藤
幸
子（
７
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　
学
生
た
ち
の
、
生
き
生
き
と
し
た

登
校
の
様
子
。
新
中
学
校
開
校
の
、

今
年
を
記
念
す
る
句
。「
新
緑
へ
」

に
、
明
る
い
未
来
を
願
う
、
作
者
の

思
い
が
こ
も
る
。

　
　
【
佳
　
作
】　　
　
　
　
（
掲
載
順
）

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
通
り
に
鳥
語
夏
に
入
る

高　

畠　

大
塚
喜
久
能（
７
月
）

　

高
畠
の
町
の
佇
ま
い
を
「
ア
ン

テ
ィ
ッ
ク
通
り
」
と
捉
え
る
、
作
者

の
眼
差
し
が
優
し
い
。「
鳥
語
」
の

造
語
も
見
事
。
初
夏
の
風
も
感
じ
ら

れ
る
。

ど
く
だ
み
茶
友
の
情
の
旨
味
か
な

深　

沼　

寒
河
江
孝
子（
７
月
）

　

十
薬
と
も
い
わ
れ
、
薬
効
の
高
い

ど
く
だ
み
茶
。
そ
の
複
雑
な
味
わ
い

を
、「
友
の
情
け
の
味
」
と
表
現
。

優
し
い
友
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
高
賞

鷺
草
の
翔
び
発
つ
構
え
夕
明
り

上
和
田　

鏡　

た
か
子（
９
月
）

　

鷺
草
の
花
は
、
よ
く
ぞ
と
感
心
す

る
ほ
ど
鷺
の
姿
に
そ
っ
く
り
。
そ
の

瑞
々
し
く
咲
き
揃
っ
た
様
を
「
翔
び

発
つ
構
え
」
と
捉
え
て
見
事
。

ミ
ン
ミ
ン
の
カ
ノ
ン
の
調
べ
原
爆
忌

飯　

森　

皆
川
京
子（
９
月
）

　

七
十
年
前
、
市
民
の
頭
上
に
、
原

爆
を
炸
裂
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の

地
上
の
地
獄
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
せ
め
て
八
月
に
は
、
毎

年
、
句
を
作
り
た
い
。
　

門
灯
を
消
し
て
つ
か
の
間
月
今
宵

一
本
柳　

中
手
保
子（
11
月
）

　

作
者
の
心
象
が
、
門
灯
を
消
し
た

そ
の
「
つ
か
の
間
」
に
感
じ
た
月
の

光
に
、
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

深
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
高
賞

つ
や
姫
を
孫
が
運
ん
で
玄
関
に

　

曾
孫
が
手
を
か
け
運
ぶ
素
振
り
す

福　

沢　

山
村
和
子（
２
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

米
袋
を
孫
が
運
ぶ
の
を
み
て
曾
孫

が
そ
の
後
を
覚お

ぼ
つ
か束
な
い
足
取
り
で
つ

い
て
行
き
、
運
ぶ
ま
ね
を
す
る
。
そ

れ
だ
け
で
も
十
分
に
微
笑
ま
し
い
光

景
だ
が
、
親
の
行
動
を
ま
ね
る
愛
ら

し
さ
を
膨
ら
ま
せ
て
楽
し
い
一
首
。

動
き
を
通
じ
て
幼
い
者
の
愛
ら
し
さ

を
表
現
し
た
と
こ
ろ
を
評
価
。

　
【
佳
　
作
】　　
　
　
　
（
掲
載
順
）

賑
や
か
に
日
帰
り
旅
行
の
食
べ
る
間
の

　

蟹
を
手
に
し
て
皆
無
口
な
る

亀　

岡　

大
槻
京
子（
５
月
）

　

箸
を
持
ち
蟹
足
を
手
に
し
て
一
心

不
乱
に
黙
っ
て
食
べ
る
、
ど
ん
な
に

美
味
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
ま
で

賑
や
か
だ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
間
に

か
一
時
み
ん
な
無
口
と
な
っ
た
。

早
苗
植
え
田
に
満
満
と
水
張
れ
ば

　

大
朝
日
岳
静
か
に
浮
か
ぶ

　

三
条
目　

和
田
彰
造（
７
月
）

　

田
植
え
の
頃
の
大
量
の
水
を
入
れ

る
雄
大
な
歌
で
す
。
影
を
写
す
雄
大

な
大
朝
日
岳
の
名
詞
が
生
き
て
い
て

満
々
と
静
か
な
動
詞
が
よ
く
き
い
て

い
ま
す
。

暑
さ
耐
え
子
育
て
最
中
ツ
バ
メ
群
れ

　

ツ
バ
メ
返
し
で
餌
取
り
励
む

夏　

茂　

小
浅　

昭（
９
月
）

　

ツ
バ
メ
の
子
育
て
の
様
子
を
一
瞬

を
切
り
と
っ
た
撮
影
の
よ
う
で
す
。

ツ
バ
メ
の
姿
が
閃せ

ん
こ
う光
の
如
く
閃ひ

ら
め

き
、

そ
れ
を
映
画
に
出
て
く
る
佐
々
木
小

次
郎
の
必
殺
剣
の
ツ
バ
メ
返
し
と
表

現
さ
れ
た
気
持
ち
の
良
い
歌
で
す
。

朝
顔
は
左
巻
き
だ
と
聞
き
よ
り
て

　

右
巻
き
に
す
る
い
じ
わ
る
パ
パ

馬　

頭　

渡
部
美
代
子（
９
月
）

　

お
孫
さ
ん
は
学
校
で
朝
顔
の
蔓
は

物
に
か
ら
む
の
は
左
巻
き
だ
と
学
習

す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
お
父
さ
ん
は

い
た
ず
ら
に
右
巻
き
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
本
当
に
和
や
か
な
意
地
悪

パ
パ
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
そ
れ

を
微
笑
み
な
が
ら
眺
め
て
お
も
し
ろ

が
っ
て
い
る
。

し
そ
の
実
を
穀
ぎ
し
指
先
さ
さ
く
れ
て

　

気
遣
う
人
ぞ
す
で
に
無
き
し
も

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子（
11
月
）

　

漬
物
用
の
紫
蘇
の
実
を
こ
い
て
指

先
が
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
様
子
を
気

遣
う
寄
り
添
う
人
も
す
で
に
な
く
、

友
人
知
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
な
あ
。
指
先
の
荒
れ
を
女
の
人
の

羞
恥
心
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
し
み
じ

み
と
し
た
味
わ
い
の
あ
る
万
葉
調
な

歌
で
す
。

川　

柳

　

詩

「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
年
間
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
こ

れ
か
ら
投
稿
し
て
み
た
い
」、「
つ
ど

い
に
興
味
が
あ
る
」
方
な
ど
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
６
月
４
日
㈰
10
時
か
ら

○
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ 

◆
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

　
「
文
芸
欄
」        

☎
52
４
４
７
６

投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い

最
高
賞

日
本
人
つ
い
に
横
綱
い
い
予
感

「
予
感
」　　
亀　

岡　

大
槻
京
子

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

待
望
の
国
技
で
あ
る
大
相
撲
の
横

綱
が
稀
勢
の
里
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
の
大
活
躍
に
懇
願
期
待
し
ま
す
。

　
【
佳
　
作
】

履
歴
書
は
い
ら
ぬ
和
み
の
趣
味
の
会

「
和
」　　

金　

原　

菅
野
信
一

　

学
歴
職
業
な
ど
の
経
歴
等
は
い
ら

な
い
、
お
だ
や
か
な
多
読
多
作
和
み

の
月
例
会
と
花
見
。
芋
煮
会
も
あ
り

ま
す
。

蝸
牛
ゆ
っ
く
り
登
れ
富
士
の
山　
　

「
進
」　　
高　

安　

村
上
禅
月

　

人
生
の
道
を
開
く
に
は
、
多
種
多

様
の
対
応
と
「
短
針
は
追
い
越
し
さ

れ
て
い
て
主
役
」
で
進
む
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。

鬼
に
な
り
仏
に
も
な
り
母
の
愛

「
鬼
」　
　

二
井
宿　

御
田
俊
坊

　

幼
児
養
育
は
鬼
と
な
り
そ
し
て
ま

た
仏
心
に
な
っ
て
母
の
愛
に
感
謝
す

る
こ
と
で
す
。

人
生
の
長
き
道
の
り
夫
婦
愛

「
道
」　　

深　

沼　

佐
藤　

順

　

夫
婦
共
健
康
で
長
寿
を
全
う
す
る

こ
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

恵
ま
れ
て
本
音
語
れ
る
友
在
り
て

「
本
音
」　　
石　

岡　

川
井
み
よ

　

な
か
な
か
本
音
ま
で
は
語
れ
る
友

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。

川　

柳

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

最
高
賞

「
錆
た
手
摺
」

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子（
10
月
）

四
十
五
度
の
勾こ

う
ば
い配　

長
い
坂
道

一
本
の
鉄
の
手
摺

あ
れ
か
ら
も
う
何
十
年

雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日
も

彼か

の
人
を
上
に
運
ん
で
く
れ
た
手
摺

胸
が
苦
し
い
時　

あ
の
人
が

力
を
込
め
て
掴つ

か

ん
だ
手
摺

そ
の
場
所
だ
け
が
鉄
錆
が
…

ペ
ン
キ
の
色
も
落
ち
茶
色
だ

そ
こ
に
目
を
や
る
と
思
い
出
す

じ
っ
と
止
っ
て
何
分
も
立
っ
て
い
た
姿

私
も
彼
と
同
じ
年
に
成
っ
た

気
づ
け
ば
同
じ
場
所
を

私
も
掴
ん
で
坂
を
登
っ
て
い
る

下
か
ら
登
り
坂
の
二
メ
ー
ト
ル
地
点

も
う
登
れ
な
い　

無
理
よ
と

ひ
と
息
入
れ
て
く
れ
…

心
臓
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る

最
初
の
休
憩
所
だ

あ
り
し
日
の
苦
楽
を
共
に
し
た

夫
婦
坂　

錆さ
び

た
手
摺

周ま
わ

り
の
木
々
も
草
花
も

何
一
つ
変
わ
る
事
な
く
咲
い
た
り

散
っ
た
り　

月
日
は
巡
り
来
る

野の
ざ
ら
し晒
の
ま
ま
に

錆さ
び

た
手
摺
を
残
し
た
ま
ま
に

過
去　

現
代　

未
来
へ
と
。

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

苦
楽
を
共
に
し
た
夫
と
の
日
々
を

錆
た
手
摺
一
点
に
象
徴
的
に
表
現
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
秀
逸
。
山
道
か
ら

下
る
よ
う
に
建
つ
家
屋
の
玄
関
ま
で
、

四
十
五
度
の
勾
配
が
あ
る
。
そ
こ
に

一
本
の
鉄
の
手
摺
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
掴
ま
っ
て
上
り
下
り
し
た
何
十
年

も
の
夫
と
の
日
々
。
倒
れ
る
前
は
一

層
の
こ
と
そ
の
上
り
下
り
が
厳
し

か
っ
た
。
錆
び
て
ペ
ン
キ
の
色
も
落

ち
た
個
所
に
、
ま
る
で
夫
の
魂
が
残

存
す
る
か
の
よ
う
に
そ
こ
に
眼
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
。
六
年
前
の
大
津
波

で
流
さ
れ
て
妻
や
孫
を
亡
く
し
た
人

が
、
ひ
と
欠
け
ら
の
骨
で
も
い
い
、

身
に
つ
け
て
い
た
品
な
ら
何
で
も
い

い
、
何
か
見
つ
か
っ
て
ほ
し
い
と
今

な
お
探
し
ま
わ
る
姿
は
、
手
に
と
れ

る
も
の
、
手
で
触
れ
る
も
の
を
通
じ

て
亡
く
な
っ
た
人
に
具
体
的
に
つ
な

が
り
た
い
と
い
う
切
な
る
思
い
が
あ

る
。
墓
を
建
て
た
け
れ
ど
中
に
納
め

る
物
が
な
い
と
い
う
嘆
き
に
胸
が
破

れ
る
。
他
人
に
は
ど
う
で
も
い
い
よ

う
な
こ
と
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
具
体
を
媒
介
に
通
じ
合
う

に
勝
る
も
の
が
な
い
と
す
る
な
ら
、

こ
の
詩
に
お
い
て
も
「
錆
た
手
摺
」

は
、「
あ
り
し
日
の
苦
楽
を
共
に
し

た
　
夫
婦
坂
　
錆
た
手
摺
」
で
あ
る
。

「
周
り
の
木
々
も
草
花
も
　
何
一
つ

変
わ
る
事
な
く
咲
い
た
り
　
散
っ
た

り
」
自
然
は
変
わ
る
こ
と
な
く
営
み

続
け
る
。
人
間
界
と
自
然
界
の
対
比
、

そ
れ
だ
け
に
一
つ
一
つ
の
思
い
出
が

物
に
投
影
さ
れ
る
。
い
や
、
物
が
語

り
か
け
て
く
る
。
自
然
の
悠
久
と
人

間
の
は
か
な
さ
を
単
に
嘆
く
の
で
は

な
く
、「
思
い
」
の
悠
久
さ
も
感
じ

さ
せ
る
、
詩
で
も
あ
る
。

　
【
佳
　
作
】

「
稚
子
行
列
」

福　

沢　

佐
藤
津
多（
10
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

稚
子
行
列
の
様
子
が
生
き
生
き
と

描
か
れ
、
感
激
の
様
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

橘　
　

朱　

果
・
選

　

詩
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▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を･･･

古
ふるはた

畑　茉
ま り こ

莉子

　高畠で過ごす 2度目の冬は、雪
景色を楽しむことができました。雪
が降る東北の冬というのは、家の中
で静かで厳かに過ごすものと思って
いましたが、雪のイベントやねほだ
れ大会に参加させていただき、充実
した日々を過ごすことができまし
た。元気な高畠を満喫したシーズン
でした。
　2月には、二井宿小学校の 1年を
まとめた「地域と心をつなぐ小学校」
を発行いたしました。小学校という
のは閉鎖的な場所だと思っていまし
たが、二井宿小学校を訪れ、子ども
たちが地域や地域の大人とともに

熱中小学校第 4期がスタートします熱中小学校第 4期がスタートします

姉妹校が続々開校！姉妹校が続々開校！
　大人の社会塾事業として全国的に取
り上げていただいている熱中小学校で
すが、4月より新たに 3つの姉妹校が
開校します。4月 1日北海道更別村、
4月 8日徳島県上板町、4月 22 日宮
崎県小林市にて開校し、先に開校して
いる福島県會津地区、富山県高岡市、
東京都八丈島を合わせて全部で 7つ
の姉妹校となります。
　それぞれの学校が「大人が学ぶ小学
校」として共に学びあい、高めあうこ
とで個人や地域の直面する問題や課題

　4月 8日より第 4期熱中小学校の授業がスタート
します。
　第 4期は 64 人の新入生を迎え、総勢約 130 人の
大人の小学生が通う小学校となります。また今期は新
たな試みとして選択授業がスタートします。農業コー
ス、ものづくりコース、起業コースの 3つの分野か

ら科目を選択して取り組む授業となります。それぞれ
が、熱中農園での野菜作り、鉄道ジオラマの制作、通
販サイトでの物販と具体的なテーマを設定されてお
り、より実践的に学んでいただくプログラムとなって
おります。授業の見学は随時受け付けておりますので、
お気軽にご連絡ください。

にトライしていくプログラムとなりま
す。高畠熱中小学校は熱中小学校の聖
地として、これからも全国の姉妹校と
交流を生み続けていきます。
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▲徳島県上板町

▲北海道更別村 ▲宮崎県小林市

成長する空間であると感じました。
高畠町役場HPの地域おこし協力隊
ページで閲覧できますので、ぜひご
覧ください。
　3月 17 日にはこの冊子制作に関
しまして二井宿教育振興会から表彰
をいただきました。このような機会
をいただくことができたのも二井宿
小学校をはじめ、地域の方々のご協
力やご支援によるものと、心から感
謝申し上げます。今後も、地域の方々
にご協力いただきながら、私なりの
地域おこしを模索し、励んでいきた
いと思っていますので、引き続きよ
ろしくお願いいたします。▲表彰を受ける古畑隊員

熱中小学校

ひろすけ童話感想文 ・感想画全国コンクールの結果発表

　第 27回ひろすけ童話感想文・感
想画全国コンクールの表彰式が３月
４日㈯、ひろすけホールで行われま
した。今年は 1,268 点応募が寄せ
られました。
　この中から入賞作品として感想
文 31編、感想画・幼児の部 35点、
児童の部 66点が選ばれ、特に優れ
た作品に特別優秀賞が、応募者数お
よび入賞者の多い施設・学校には団
体賞が贈られました。

【感想文・個人の部】
《特別優秀賞》
山形県知事賞
　菊 地 聡 太（山形市立鈴川小３年）
山形県教育委員会教育長賞
　保 科 瑞 希（川西町立大塚小３年）
高畠町長賞
　矢 野 凪 彩
　（東京都杉並区立高井戸小５年）
高畠町教育委員会教育長賞
　春日井 翔太
　（岐阜県羽島市立中央小６年）

浜田広介記念館理事長賞
　伊 藤 誉 文（山形市立第三小１年）
日本児童文芸家協会賞
　中 村 美 月
　（東京都国分寺市立第九小４年）

【感想画・個人の部】
《特別優秀賞》
山形県知事賞
　阿 部 夏 子（山形大学附属小５年）
山形県教育委員会教育長賞
　ウォーキントン　アレクザンダー

　（あいいく幼児園４歳）
高畠町長賞
　橋 本 佳 菜
　（岡山県岡山市立御野小３年）

　大 滝 利 留（米沢市立南部小６年）
高畠町教育委員会教育長賞
　嶋 津 　 蓮

　（高畠町立屋代小２年）
　黑 澤 美 桜（あいいく幼児園３歳）
浜田広介記念館理事長賞
　井 田 　 葵（高畠町立高畠小３年）
　有馬アハンマド龍

　（米沢市立西部小４年）
日本児童文芸家協会賞
　大 浦 樹 （々高畠町立二井宿小１年）
　五十嵐大地
　（上山市子供の城保育園５歳）

　2月 18 日（土）、「小さな親切」実行章の授与が行
われました。受章された個人・団体を紹介します。

木村陸翔（高畠小５年）、木村詩音（高畠小６年）、柴田一（高畠小４年）、木村梨乃（糠野目小１年）、
古藤陽菜（糠野目小１年）、後藤安美　（糠野目小２年）、佐藤杏菜（糠野目小２年）、平琉聖（糠野目小３年）、
川井要（糠野目小３年）、和泉龍翔（糠野目小４年）、淀野凉翔（糠野目小４年）、渡邊紋捺（糠野目小５年）、
鈴木そのか（糠野目小５年）、村上遥（糠野目小６年）、鷲尾元也（糠野目小６年）、横山虎周（高畠中２年）、
小野護（一般）、大河原京子（一般）、桜井房子（一般）、伊藤和彦（一般）、大浦文子（一般）

【実行章受章者　個人】

高畠小学校第 6学年女子、屋代小学校ボランティア委員会、屋代小学校第 4学年、
糠野目小学校児童会本部会、糠野目小学校児童会ＪＲＣ委員会、九十九会

【実行章受章者　団体】

　第 28 回読書感想画中央コン
クール山形県審査会で、島貫姫楽
さん（高畠小４年）が、小学校高学
年の部で最優秀賞を受賞し、最終
審査会で奨励賞を受賞しました。

　第41回ごはん・お米とわたし作
文・図画コンクールで、鈴木大智
さん（和田小３年）が、図画部門１
部（小１～３年）で全国優秀賞・山
形県知事賞を受賞しました。

おめでとうございます

【感想画・団体の部】
《ひろすけ童話賞委員会委員長賞》
　幼児の部　子供の城保育園
　　　　　　　　　　　　（上山市）
　児童の部　高畠町立屋代小学校

【感想文・団体の部】
《ひろすけ童話賞委員会委員長賞》
　東京都国分寺市立第九小学校

ひろすけ童話感想文 ・感想画全国コンクールの結果発表ひろすけ童話感想文 ・感想画全国コンクールの結果発表

第 27 回

「小さな親切」実行章
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「小さな親切」実行章
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まちの話題 あれこれ

　２月 20日㈪から３月３日㈮までの期間、山形おき
たま農業協同組合高畠花木部会の協力を得て、３ｍ級
の40本の啓翁桜が羽田空港国際線ターミナルビル「日
本橋」を彩りました。ひと足早い桜の便りが、空港利
用者の目を楽しませていました。

と足早い桜の便りひ

　剣道を通して剣士同士の友情を育むことを目的に、
第31回まほろば尚武杯争奪少年剣道大会が町営体育
館を会場に開催されました。
　大会には県内外から60団体、約420人が参加し、熱
戦が繰り広げられました。

学生剣士が熱戦小

　高畠町を応援しようときらやか銀行高畠支店の女性
行員が中心となって企画した定期預金「たかはた赤オ
ニ青オニ定期預金」の毎年 12月末預金残高の 0.01％
相当が、町に寄贈されることになりました。
　この取り組みに賛同した「高畠きらやか会」「きら
やか高畠青煌会」と合同で、今年は町内の新小学一年
生に、書き方鉛筆セットとモンテディオ山形保冷バッ
クが贈呈されました。

小学一年生に記念品新

　第 27回世代交流歌謡フェスティバルねほだれ大会
が、町文化ホールまほらで開催されました。
　今年は、町内各地区の老人クラブや若者グループな
ど 20組の団体・個人が出演し、ユーモアあふれる寸
劇や自慢の歌声などを披露しました。
　今年の最優秀賞は、役場の若手職員で構成された「劇
団もんぶらん」の『みんな de 恋♡ダンス』が受賞し
ました。

場に笑顔があふれる会

　２月 18日㈯、第９回まほろばの里民話フェスタが
文化ホールまほらで開催されました。
　当日は 200 人を超える来場者の中、地域の語り部
の会の方から指導を受けながら昔語りを練習してきた
高畠・二井宿・亀岡・和田小学校の児童総勢 48人が、
日ごろの練習の成果を身振り手振りを交えて表現豊か
に披露しました。

現豊かに昔語り表

２/
26

３/
３

２/
26

MACHI no WADAI  

本の世界に浸る絵

　園児たちに絵本の世界により浸ってもらおうと、屋
代児童館で絵本の読みきかせが行われました。
　絵本作家の亀岡亜希子さんによる読みきかせと、石
井奈緒子さんの場面に合わせたピアノ演奏で、会場は
素敵な絵本の世界に包まれました。

　３月 16 日㈭、高畠中学校で第１回の卒業式が行われました。
　昨年は開校初年度で、３年生には新しい歴史を築いていく重責
がありました。充実した一年を仲間とともに過ごした卒業生227
人は、中学校生活の思い出を胸に、恩師や保護者、在校生に祝福
され、笑顔と涙で新たな一歩を踏み出しました。
　また18日㈯には、町内の各小学校で卒業式が行われ、真新し

かしい未来へ歩み出す輝

　町では、子どもの居場所と学習支援のしくみづくり
に取り組んでいます。
　この日は約 20人の子どもが総合交流プラザに集ま
り、春休みの宿題をしたあと商店街で材料を買い、ア
イデアギョウザを作って食べ比べをしました。

どもの未来を応援子

畠町に感謝状高

　行政相談委員の活動に積極的に協力し、行政相談制
度の発展に寄与したとして、総務省山形行政評価事務
所から高畠町に感謝状が贈られました。
　行政相談は、毎月第２・３水曜日の13時から15時
まで、町老人福祉センターで行っています。

　平成 28年度消防関係表彰伝達式が文化ホールまほ
らで行われました。
　長年にわたり消防事業に貢献、日々精錬された個人
や団体を対象に、消防庁長官表彰をはじめとする表彰
が伝達されました。

防関係表彰伝達式消
３/
17 ３/

16

３/
19

３/
２

い制服に身を包んだ226
人が母校を巣立ちました。
　４月から旧第二中学校
校舎に移転する屋代小学
校では、現校舎での最後
の卒業式が行われ、卒業
生38人は６年間共に過
ごした学び舎を後にしま
した。

屋代小 糠野目小
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まちの話題 あれこれ

　２月 20日㈪から３月３日㈮までの期間、山形おき
たま農業協同組合高畠花木部会の協力を得て、３ｍ級
の40本の啓翁桜が羽田空港国際線ターミナルビル「日
本橋」を彩りました。ひと足早い桜の便りが、空港利
用者の目を楽しませていました。

と足早い桜の便りひ

　剣道を通して剣士同士の友情を育むことを目的に、
第31回まほろば尚武杯争奪少年剣道大会が町営体育
館を会場に開催されました。
　大会には県内外から60団体、約420人が参加し、熱
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文化ホールまほらで開催されました。
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MACHI no WADAI  
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　昨年は開校初年度で、３年生には新しい歴史を築いていく重責
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され、笑顔と涙で新たな一歩を踏み出しました。
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　町では、子どもの居場所と学習支援のしくみづくり
に取り組んでいます。
　この日は約 20人の子どもが総合交流プラザに集ま
り、春休みの宿題をしたあと商店街で材料を買い、ア
イデアギョウザを作って食べ比べをしました。

どもの未来を応援子
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　行政相談委員の活動に積極的に協力し、行政相談制
度の発展に寄与したとして、総務省山形行政評価事務
所から高畠町に感謝状が贈られました。
　行政相談は、毎月第２・３水曜日の13時から15時
まで、町老人福祉センターで行っています。

　平成 28年度消防関係表彰伝達式が文化ホールまほ
らで行われました。
　長年にわたり消防事業に貢献、日々精錬された個人
や団体を対象に、消防庁長官表彰をはじめとする表彰
が伝達されました。
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OOKS

高畠町立図書館
☎（52）４４９３

は休館日４月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

◇本を守ろうとする猫の話　　　夏川　草介／小学館

◇墨龍賦　　　　　　　  　　葉室　麟／ PHP 研究所

◇失われた地図　　　　　　  恩田　陸／KADOKAWA

◇テロリストの処方　　　　　　久坂部　羊／集英社

◇日本の言葉の由来を愛おしむ　

高橋　こうじ／東邦出版

◇合理的にあり得ない　　　　　柚木　裕子／講談社

◇よるですよ　あさですよ　かこ　さとし／福音館書店

◇とんねるをぬけると　　　　片山　健／福音館書店

◇おいしそうなしろくま　柴田　ケイコ／PHP研究所

◇「小川式」成績を劇的に伸ばす 60 の方法

小川　仁志╱ PHP 研究所

◇マーサとリーサ　花屋さんのお店作り、手伝います！

　　　　　　　　　　　たかおか　ゆみこ／岩崎書店

◇妖怪いじわるシャンプー  土屋　富士夫／PHP研究所

図書館に
行かなくちゃ

新着図書

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

新しい高畠町立図書館建設に関するアンケートの結果②
　３月号では、現在の図書館の利用についてのアンケート結果をお知らせしました。今月は、新しい図書館に多
くおいて欲しい図書・資料の区分と、新しい図書館に望む環境についての結果をお知らせします。また、自由記
述式で「新しい図書館に望むこと」を記入していただきました。 

　本を借りるだけじゃもったいない！常連さんに

も初めての方にも、図書館のお得な使い方がわか

る本を紹介します。　

今月の企画展
This month's exhibition

「図書館を使い倒せ！」

【こども読書まつりにきてね !】

▶期日／５月７日（日）
▶内容／こどもの読書週間にあわせて、図書館で
は「お話し会」やリサイクル工作教室などを開
催します。

静かで、明るく開放的な雰囲気が感じられる空間がある
ゆっくりくつろげる閲覧スペースがある

集中して調べもの・勉強ができるスペースがある
視聴覚資料を鑑賞できるスペースがある

インターネットが利用できるスペースがある
読み聞かせができるスペースがある※

集会室や談話室など自由に利用できるスペースがある
子どもが利用しやすく、本が読めるスペースがある※

地域の情報を提供するスペースがある
館内に飲食できるスペースや飲食施設がある

授乳・おむつ交換ができる場所がある
本が取りやすい高さの棚が設置されている
図書をすぐ探せる工夫（システム）がある
障がいのある方も利用しやすい施設がある

職員に本のことを聞きやすい環境
飲食スペース

哲学・宗教
歴史・地理
社会科学
自然科学
工学・家政

産業
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高畠町立図書館
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は休館日４月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

◇本を守ろうとする猫の話　　　夏川　草介／小学館

◇墨龍賦　　　　　　　  　　葉室　麟／ PHP 研究所

◇失われた地図　　　　　　  恩田　陸／KADOKAWA

◇テロリストの処方　　　　　　久坂部　羊／集英社

◇日本の言葉の由来を愛おしむ　

高橋　こうじ／東邦出版

◇合理的にあり得ない　　　　　柚木　裕子／講談社

◇よるですよ　あさですよ　かこ　さとし／福音館書店

◇とんねるをぬけると　　　　片山　健／福音館書店

◇おいしそうなしろくま　柴田　ケイコ／PHP研究所

◇「小川式」成績を劇的に伸ばす 60 の方法

小川　仁志╱ PHP 研究所

◇マーサとリーサ　花屋さんのお店作り、手伝います！

　　　　　　　　　　　たかおか　ゆみこ／岩崎書店

◇妖怪いじわるシャンプー  土屋　富士夫／PHP研究所

図書館に
行かなくちゃ

新着図書

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

新しい高畠町立図書館建設に関するアンケートの結果②
　３月号では、現在の図書館の利用についてのアンケート結果をお知らせしました。今月は、新しい図書館に多
くおいて欲しい図書・資料の区分と、新しい図書館に望む環境についての結果をお知らせします。また、自由記
述式で「新しい図書館に望むこと」を記入していただきました。 

　本を借りるだけじゃもったいない！常連さんに

も初めての方にも、図書館のお得な使い方がわか

る本を紹介します。　

今月の企画展
This month's exhibition

「図書館を使い倒せ！」

【こども読書まつりにきてね !】

▶期日／５月７日（日）
▶内容／こどもの読書週間にあわせて、図書館で
は「お話し会」やリサイクル工作教室などを開
催します。

静かで、明るく開放的な雰囲気が感じられる空間がある
ゆっくりくつろげる閲覧スペースがある

集中して調べもの・勉強ができるスペースがある
視聴覚資料を鑑賞できるスペースがある

インターネットが利用できるスペースがある
読み聞かせができるスペースがある※

集会室や談話室など自由に利用できるスペースがある
子どもが利用しやすく、本が読めるスペースがある※

地域の情報を提供するスペースがある
館内に飲食できるスペースや飲食施設がある

授乳・おむつ交換ができる場所がある
本が取りやすい高さの棚が設置されている
図書をすぐ探せる工夫（システム）がある
障がいのある方も利用しやすい施設がある

職員に本のことを聞きやすい環境
飲食スペース

哲学・宗教
歴史・地理
社会科学
自然科学

工学・家政
産業

芸術・スポーツ
語学
文学
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新聞・雑誌
絵本

児童書
視聴覚資料（CD/DVD）

新
し
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※は、一般のみの質問項目です。
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INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

平成 29年度
高畠町春季消防演習

問高畠消防署消防係　　　　　　☎（52）１５０５

災害に強い町をつくり、町民の生命・身体・財産
を守るという使命の下、今年度の高畠町春季消

防演習が４月 23 日㈰に亀岡地区で行われます。
当日はサイレンと警鐘が鳴りますので、火災と間違
わないようご注意ください。また、演習会場付近では
交通規制が行われますので、誘導員の指示により通行
してください。
▶火災防ぎょ訓練／８時開始　亀岡地区公民館周辺
▶式典／９時 30 分開始　亀岡小学校グラウンド

（雨天時：同校体育館）

お知らせ

春の交通安全県民運動
４月 6日㈭～ 15日㈯
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１　　　　　

春は、交通ルールに不慣れな新入学児童（園児）や、
運転未熟な新社会人等が、新たに道路交通に参

加し始め、さらに高齢者の屋外での活動が活発化する
ことから、交通事故の多発が懸念されます。
　一人ひとりが交通ルールを守り、事故のない町をつ
くりましょう。

【運動の重点】
◇子どもと高齢者の交通事故防止
　　～事故にあわない、おこさない～
◇運転者の基本ルール遵守徹底
◇歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（自転車につ
　いては、特に自転車安全利用五則の周知徹底）
◇飲酒運転の根絶
◇後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャ
　イルドシートの正しい着用の徹底

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 23（＋6） ０（－1） 29（＋10）

南陽市 41（＋9） ０（±0） 48（－５）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成29年１月から２月末までの交通事故発生状況

自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメット着用

お知らせ

紙おむつ券給付事業
申請受付は４月 10日から
問町健康長寿課　　　　　　　　☎（52）４４９５
　町福祉こども課　　　　　　　☎（52）４４７３

在宅で介護を必要としている方に衛生的で快適な
生活環境を提供するとともに、介護をしている

方の負担を軽減するため、紙おむつ券（金券）の給付
を行います。
▶給付内容／月額3,000円分の紙おむつ券を給付します。
▶対象者／高畠町に住所を有し、在宅で介護を受けて
　おり常時紙おむつを使用している方で次のいずれか
　に該当する方
　⑴介護保険で要介護１以上の認定を受けている方
　⑵ 18 歳以上で身体障害者手帳１級または２級をお
　　持ちの方
　⑶ 3歳以上 18 歳未満の方で重度の障がいがある方
▶申請できる方／対象者本人、または対象者を介護さ
　れている方。
▶申請受付／４月 10 日㈪～平成 30 年３月 30 日㈮
※平成 28 年度おむつ券を受給されていた方には、申
　請書と詳しいご案内をお送りします。

JA 亀岡
ライスセンター

至糠野目

至米沢
■  規制箇所

GS

大字亀岡
コミュニティーセンター

亀岡小学校
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

高畠町からのおしらせ

募　　集

中・高生海外派遣研修
参加者募集 !
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

オーストラリア・シングルトンで６泊７日のホーム
ステイをしながら外国の文化を体験したり、シン

グルトンハイスクールでの同世代の中・高生との交流
をして、今年の夏休みを楽しく過ごしてみませんか？
▶派遣期間／７月 31 日㈪～８月９日㈬　10 日間
▶応募資格／①町内在住の中学３年生または高校生で、
　外国の文化や生活に興味がある方　②派遣前の全６
　回程度の事前研修会、派遣後の研修報告会、全３回
　程度の報告書作成会に参加できる方
※過去に本事業および同種の事業による派遣を受けた
　方は除きます。
▶募集人数／８人程度
▶自己負担金／11万円（この他、パスポート取得費用、
　個人旅行保険料、健康診断料等が別途発生します。）
▶応募方法／高畠中学校・高畠高校または町中央公民
　館・各地区公民館にて配布する申込用紙に記入の上、
　応募してください。
※募集要項・申込用紙は４月 17 日㈪から配布します。
▶募集期間／５月１日㈪～ 12 日㈮
　※郵送の場合 12 日㈮必着
▶選考方法／書類審査および面接
▶面接日時／５月 20 日㈯ 13 時～（予定）
▶派遣員の決定／6月上旬に本人および所属学校へ通
知します。

募　　集

シングルトン交流 20周年
記念訪問  参加者募集
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

高畠町の友好都市であるオーストラリア・シング
ルトンとの交流が開始されてから 20 周年の節

目を迎えました。
　これを記念して町を代表する訪問団が現地を訪問し
ます。シングルトンのみなさんと交流してみませんか？
　シングルトンを訪問したことのない方でも、国際交
流に興味がある方はぜひご参加ください。
▶訪問先／オーストラリア（シングルトン・シドニーほか）
▶期間／７月 31 日㈪～８月４日㈮  ５日間
▶募集人数／①一 般公募枠　最大 10 人　②青年人材
　育成枠　最大２人（町内在住の 18 ～ 39 歳）
▶費用／一般公募枠　26 ～ 28 万円
　　　　青年人材育成枠　16 ～ 18 万円
　※参加人数により変動します。（募集締切後に確定）
▶募集期間／４月３日㈪～５月 12 日㈮ 
　※郵送の場合は 12 日㈮必着

※事業の詳細および申込方法は、募集要項（町中央公民
　館、各地区公民館で配布）をご覧ください。

募　　集

町営住宅入居者募集
問町建設課建築住宅係　　　　　☎（52）４４８１

▶入居資格／①前年の収入月額が 15 万８千円以上 48 万７千円以下であること   ②申込者および同居者が暴力団
　員でないこと
▶敷金／家賃の３か月分　▶募集期間／４月７日㈮～ 13 日㈭　▶入居予定時期／４月下旬頃
▶選考方法／申込者が公募戸数を上回った場合は、抽選で決定いたします。
▶申込／所定の申込書（建設課備付）に必要事項を記入し、平成 28 年分の源泉徴収票（自営の方は確定申告書）
　を添えて申込ください。

名称・所在地 戸数 構 造 等 家賃（月額）
特定公共賃貸住宅弥生団地Ａ棟２号室
　高畠町大字高畠５１３番地の６

１戸
（３DK） 木造２階建　70㎡

（平成８年度建設）

収入に応じて
45,000円～59,000円
※４月から引き下げました

特定公共賃貸住宅弥生団地Ａ棟３号室
　高畠町大字高畠５１３番地の６

１戸
（３DK）
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INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

平成 29年度
高畠町春季消防演習

問高畠消防署消防係　　　　　　☎（52）１５０５

災害に強い町をつくり、町民の生命・身体・財産
を守るという使命の下、今年度の高畠町春季消

防演習が４月 23 日㈰に亀岡地区で行われます。
当日はサイレンと警鐘が鳴りますので、火災と間違
わないようご注意ください。また、演習会場付近では
交通規制が行われますので、誘導員の指示により通行
してください。
▶火災防ぎょ訓練／８時開始　亀岡地区公民館周辺
▶式典／９時 30 分開始　亀岡小学校グラウンド

（雨天時：同校体育館）

お知らせ

春の交通安全県民運動
４月 6日㈭～ 15日㈯
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１　　　　　

春は、交通ルールに不慣れな新入学児童（園児）や、
運転未熟な新社会人等が、新たに道路交通に参

加し始め、さらに高齢者の屋外での活動が活発化する
ことから、交通事故の多発が懸念されます。
　一人ひとりが交通ルールを守り、事故のない町をつ
くりましょう。

【運動の重点】
◇子どもと高齢者の交通事故防止
　　～事故にあわない、おこさない～
◇運転者の基本ルール遵守徹底
◇歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（自転車につ
　いては、特に自転車安全利用五則の周知徹底）
◇飲酒運転の根絶
◇後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャ
　イルドシートの正しい着用の徹底

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 23（＋6） ０（－1） 29（＋10）

南陽市 41（＋9） ０（±0） 48（－５）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成29年１月から２月末までの交通事故発生状況

自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメット着用

お知らせ

紙おむつ券給付事業
申請受付は４月 10日から
問町健康長寿課　　　　　　　　☎（52）４４９５
　町福祉こども課　　　　　　　☎（52）４４７３

在宅で介護を必要としている方に衛生的で快適な
生活環境を提供するとともに、介護をしている

方の負担を軽減するため、紙おむつ券（金券）の給付
を行います。
▶給付内容／月額3,000円分の紙おむつ券を給付します。
▶対象者／高畠町に住所を有し、在宅で介護を受けて
　おり常時紙おむつを使用している方で次のいずれか
　に該当する方
　⑴介護保険で要介護１以上の認定を受けている方
　⑵ 18 歳以上で身体障害者手帳１級または２級をお
　　持ちの方
　⑶ 3歳以上 18 歳未満の方で重度の障がいがある方
▶申請できる方／対象者本人、または対象者を介護さ
　れている方。
▶申請受付／４月 10 日㈪～平成 30 年３月 30 日㈮
※平成 28 年度おむつ券を受給されていた方には、申
　請書と詳しいご案内をお送りします。

JA 亀岡
ライスセンター

至糠野目

至米沢
■  規制箇所

GS

大字亀岡
コミュニティーセンター

亀岡小学校
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

高畠町からのおしらせ

募　　集

中・高生海外派遣研修
参加者募集 !
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

オーストラリア・シングルトンで６泊７日のホーム
ステイをしながら外国の文化を体験したり、シン

グルトンハイスクールでの同世代の中・高生との交流
をして、今年の夏休みを楽しく過ごしてみませんか？
▶派遣期間／７月 31 日㈪～８月９日㈬　10 日間
▶応募資格／①町内在住の中学３年生または高校生で、
　外国の文化や生活に興味がある方　②派遣前の全６
　回程度の事前研修会、派遣後の研修報告会、全３回
　程度の報告書作成会に参加できる方
※過去に本事業および同種の事業による派遣を受けた
　方は除きます。
▶募集人数／８人程度
▶自己負担金／11万円（この他、パスポート取得費用、
　個人旅行保険料、健康診断料等が別途発生します。）
▶応募方法／高畠中学校・高畠高校または町中央公民
　館・各地区公民館にて配布する申込用紙に記入の上、
　応募してください。
※募集要項・申込用紙は４月 17 日㈪から配布します。
▶募集期間／５月１日㈪～ 12 日㈮
　※郵送の場合 12 日㈮必着
▶選考方法／書類審査および面接
▶面接日時／５月 20 日㈯ 13 時～（予定）
▶派遣員の決定／6月上旬に本人および所属学校へ通
知します。

募　　集

シングルトン交流 20周年
記念訪問  参加者募集
問町社会教育課　　　　　　　　☎（52）４４８７

高畠町の友好都市であるオーストラリア・シング
ルトンとの交流が開始されてから 20 周年の節

目を迎えました。
　これを記念して町を代表する訪問団が現地を訪問し
ます。シングルトンのみなさんと交流してみませんか？
　シングルトンを訪問したことのない方でも、国際交
流に興味がある方はぜひご参加ください。
▶訪問先／オーストラリア（シングルトン・シドニーほか）
▶期間／７月 31 日㈪～８月４日㈮  ５日間
▶募集人数／①一 般公募枠　最大 10 人　②青年人材
　育成枠　最大２人（町内在住の 18 ～ 39 歳）
▶費用／一般公募枠　26 ～ 28 万円
　　　　青年人材育成枠　16 ～ 18 万円
　※参加人数により変動します。（募集締切後に確定）
▶募集期間／４月３日㈪～５月 12 日㈮ 
　※郵送の場合は 12 日㈮必着

※事業の詳細および申込方法は、募集要項（町中央公民
　館、各地区公民館で配布）をご覧ください。

募　　集

町営住宅入居者募集
問町建設課建築住宅係　　　　　☎（52）４４８１

▶入居資格／①前年の収入月額が 15 万８千円以上 48 万７千円以下であること   ②申込者および同居者が暴力団
　員でないこと
▶敷金／家賃の３か月分　▶募集期間／４月７日㈮～ 13 日㈭　▶入居予定時期／４月下旬頃
▶選考方法／申込者が公募戸数を上回った場合は、抽選で決定いたします。
▶申込／所定の申込書（建設課備付）に必要事項を記入し、平成 28 年分の源泉徴収票（自営の方は確定申告書）
　を添えて申込ください。

名称・所在地 戸数 構 造 等 家賃（月額）
特定公共賃貸住宅弥生団地Ａ棟２号室
　高畠町大字高畠５１３番地の６

１戸
（３DK） 木造２階建　70㎡

（平成８年度建設）

収入に応じて
45,000円～59,000円
※４月から引き下げました

特定公共賃貸住宅弥生団地Ａ棟３号室
　高畠町大字高畠５１３番地の６

１戸
（３DK）
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休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ
【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

４月 ２日（日） 寺島歯科医院 長　　井 ☎0238（88）2903

４月 ９日（日） 平間歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）8148

４月 16 日（日） 高畠歯科クリニック 高　　畠 ☎0238（58）0814

４月 23 日（日） やまざき歯科医院 米　　沢 ☎0238（21）6480

４月 29 日（土） 村山歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）8640

４月 30 日（日） 高橋歯科医院 南　　陽 ☎0238（47）6222

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名
４月 ２日（日） 渡 辺 彰 博 ４月 ９日（日） 木 島 一 己

４月 16 日（日） 加 藤 浩 司 ４月 23 日（日） 西 山 大 輔

４月 29 日（土） 川 合 正 和 ４月 30 日（日） 大 塚 　 聡

 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時 電話でお問い合せのうえ、受診してください。

安
あだち

達　菜
なつみ

紡ちゃん（弥生町）

金
かねこ

子　真
まほろ

幌ちゃん（家中）

むし歯のない子 集まれ～ 「よい歯で はっぴい」
『２月３日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子をご紹介します。

　これからも歯みがきがんばろう！』

五
い が ら し

十嵐　蒼
あおし

くん（竹中） 五
い が ら し

十嵐　俐
りおん

音ちゃん（西館）

四
しかま

釜　佑
たすく

くん（三条目）　 髙
たかはし

橋　蓮
れん

ちゃん（下町）

髙
たかやま

山　遼
りょうた

太くん（亀岡一） 橋
はしもと

本　宗
そうたろう

太郎くん（露藤中） 八
やまき

巻　琴
ことみ

美ちゃん（竹上）

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪
　町では子育て世代包括支援センターを開設し、４月で 2年目を迎えます。
　母乳相談や子育てサロン、マタニティ＆離乳食クッキング、産後のセルフケア体操など大変ご
好評をいただきました♪ママ達の不安を少しでも軽くできるよう、これからもお手伝いさせてい
ただきます。体重測定や様々な相談など、お気軽にご連絡ください。

ママパパ教室 孫育て教室 "マタニティ＆
離乳食クッキング "

" 産後の
セルフケア体操 " 子育てサロン

妊婦（20～35週頃）
とその家族

"これからお孫さん
を迎えらる方
（妊婦または祖父母
が町内在住）"

" 妊婦（16 ～ 27 週頃）
生後 5～ 7か月の赤ちゃん
とママ "

産後 5か月頃まで
のママ

生後 4か月までの赤
ちゃんとママ

13時～ 15 時 30 分 13 時 30 分～ 15 時 10 時～ 12 時 30 分 13時 30 分～ 14 時 30 分 10 時～ 11 時 30 分

６月 10 日（土） ６月 27 日（火） Ｈ 28年
10・11・12 月生 5/24（水） ４月 25 日（火）

毎月第2木曜日
９月９日（土） ９月 26 日（火） Ｈ 29年

１・２・３月生 8/22（火） ７月 25 日（火）

12 月９日（土） 12 月 26 日（火） ４・５・６月生 11/22（水） 10 月 31 日（火）

３月 10 日（土） ３月 27 日（火） ７・８・９月生 2/20（火） １月 30 日（火）

平成 29 年度事業日程

４か月児健診

モグモグぐ
んぐん離乳
食・育児相談
（７・８か月児）

すくすく
育児相談
（１歳児）

１歳６か月
児健診※

２歳児歯科
健康相談※

２歳６か月
児歯科健診・
育児相談※

３歳児歯科
健康相談※

３歳６か月
児健診※

小 児 科 医
整形外科医
保 健 師
管理栄養士

保 健 師
管理栄養士

保 健 師
管理栄養士
歯科衛生士

小 児 科 医
歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士

歯科衛生士

歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士

歯科衛生士

小 児 科 医
歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士
臨床心理士

13時までお
越しください

９時15分～
９時30分

９時～
（個別案内）

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

Ｈ28年
12月生

４/26
（水）

Ｈ28年
４月生

４/20
（木）

Ｈ27年
８月生

４/19
（水）

Ｈ27年
３月生

４/14
（金）

Ｈ26年
10月生

４/24
（月）

Ｈ26年
３月生

４/19
（水）

Ｈ25年
９月生

４/14
（金）

Ｈ29年
１月生

５/26
（金）

Ｈ28年
9・10月生

５/16
（火） ５月生 ５/25

（木） ９月生 ５/17
（水） ４月生 ５/12

（金） 11月生 ５/29
（月） ４月生 ５/17

（水） 10月生 ５/12
（金）

２月生 ６/28
（水） ６月生 ６/22

（木） 10月生 ６/7
（水） ５月生 ６/2

（金） 12月生 ６/26
（月） ５月生 ６/7

（水） 11月生 ６/2
（金）

３月生 ７/26
（水） 11・12月生 ７/18（火） ７月生 ７/20

（木） 11月生 ７/12
（水） ６月生 ７/7

（金）
Ｈ27年
１月生

７/24
（月） ６月生 ７/12

（水） 12月生 ７/7
（金）

４月生 ８/30
（水） ８月生 ８/24

（木） 12月生 ８/9
（水） ７月生 ８/4

（金） ２月生 ８/28
（月） ７月生 ８/9

（水）
Ｈ25年
１月生

８/4
（金）

５月生 ９/27
（水）

Ｈ29年
1・2月生

９/19
（火） ９月生 ９/21

（木）
Ｈ28年
１月生

９/13
（水） ８月生 ９/8

（金） ３月生 ９/25
（月） ８月生 ９/13

（水） ２月生 ９/8
（金）

６月生 10/27
（金） 10月生 10/19

（木） ２月生 10/11
（水） ９月生 10/6

（金） ４月生 10/30
（月） ９月生 10/11

（水） ３月生 10/6
（金）

７月生 11/29
（水） 3・4月生 11/14

（火） 11月生 11/21
（火） ３月生 11/15

（水） 10月生 11/10
（金） ５月生 11/27

（月） 10月生 11/15
（水） ４月生 11/10

（金）

８月生 12/27
（水） 12月生 12/21

（木） ４月生 12/6
（水） 11月生 12/1

（金） ６月生 12/25
（月） 11月生 12/6

（水） ５月生 12/1
（金）

９月生 1/26
（金） 5・6月生 １/16

（火）
Ｈ29年
１月生

１/25
（木） ５月生 １/10

（水） 12月生 １/5
（金） ７月生 １/29

（月） 12月生 １/10
（水） ６月生 １/12

（金）

10月生 2/23
（金） ２月生 ２/22

（木） ６月生 ２/7
（水）

Ｈ27年
１月生

２/2
（金） ８月生 ２/26

（月）
Ｈ27年
１月生

２/7
（水） ７月生 ２/2

（金）

11月生 ３/23
（金） 7・8月生 ３/13

（火） ３月生 ３/20
（火） ７月生 ３/7

（水） ２月生 ３/2
（金） ９月生 ３/26

（月） ２月生 ３/7
（水） ８月生 ３/2

（金）

平成29年度　高畠町　母子保健事業日程 ▶問合せ先／町健康長寿課　☎（52）５０４５

会場はすべて町健康管理施設「げんき館」です。 ※希望者にフッ素塗布あり

▶日時／４月 17日（月）　
　　　　10時～ 11時 30分（受付は９時 45分～）
▶場所／健康管理施設げんき館
▶対象者／概ね 40歳～ 75歳までの方
▶内容／リズム体操と筋力トレーニング　　　　　
　　　※リズム体操とは有酸素運動で、音楽（リズム）
　　　　に乗って腕や脚を動かし、全身の筋肉を刺激
　　　　する全身運動です。

期　　日 時　　間 場　　所

４月９日（日） ９時30分～12時 町中央公民館

愛の献血にご協力ください 年々献血者数が減少していますので、ぜひご協力ください！

※400ml献血のみとなります。成分献血は行いません。

▶持ち物／上履き、飲み物、汗拭きタオル等
▶定員／ 30人程度（先着順）
▶申込・問合せ先／事前に下記までお申込みください
　　　               　　町健康長寿課　☎（52）５０４５

春です！楽しく体をうごかしてみませんか

春の健康運動講座
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休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ
【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

４月 ２日（日） 寺島歯科医院 長　　井 ☎0238（88）2903

４月 ９日（日） 平間歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）8148

４月 16 日（日） 高畠歯科クリニック 高　　畠 ☎0238（58）0814

４月 23 日（日） やまざき歯科医院 米　　沢 ☎0238（21）6480

４月 29 日（土） 村山歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）8640

４月 30 日（日） 高橋歯科医院 南　　陽 ☎0238（47）6222

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名
４月 ２日（日） 渡 辺 彰 博 ４月 ９日（日） 木 島 一 己

４月 16 日（日） 加 藤 浩 司 ４月 23 日（日） 西 山 大 輔

４月 29 日（土） 川 合 正 和 ４月 30 日（日） 大 塚 　 聡

 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時 電話でお問い合せのうえ、受診してください。

安
あだち

達　菜
なつみ

紡ちゃん（弥生町）

金
かねこ

子　真
まほろ

幌ちゃん（家中）

むし歯のない子 集まれ～ 「よい歯で はっぴい」
『２月３日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子をご紹介します。

　これからも歯みがきがんばろう！』

五
い が ら し

十嵐　蒼
あおし

くん（竹中） 五
い が ら し

十嵐　俐
りおん

音ちゃん（西館）

四
しかま

釜　佑
たすく

くん（三条目）　 髙
たかはし

橋　蓮
れん

ちゃん（下町）

髙
たかやま

山　遼
りょうた

太くん（亀岡一） 橋
はしもと

本　宗
そうたろう

太郎くん（露藤中） 八
やまき

巻　琴
ことみ

美ちゃん（竹上）

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪
　町では子育て世代包括支援センターを開設し、４月で 2年目を迎えます。
　母乳相談や子育てサロン、マタニティ＆離乳食クッキング、産後のセルフケア体操など大変ご
好評をいただきました♪ママ達の不安を少しでも軽くできるよう、これからもお手伝いさせてい
ただきます。体重測定や様々な相談など、お気軽にご連絡ください。

ママパパ教室 孫育て教室 "マタニティ＆
離乳食クッキング "

" 産後の
セルフケア体操 " 子育てサロン

妊婦（20～35週頃）
とその家族

"これからお孫さん
を迎えらる方
（妊婦または祖父母
が町内在住）"

" 妊婦（16 ～ 27 週頃）
生後 5～ 7か月の赤ちゃん
とママ "

産後 5か月頃まで
のママ

生後 4か月までの赤
ちゃんとママ

13時～ 15 時 30 分 13 時 30 分～ 15 時 10 時～ 12 時 30 分 13時 30 分～ 14 時 30 分 10 時～ 11 時 30 分

６月 10 日（土） ６月 27 日（火） Ｈ 28年
10・11・12 月生 5/24（水） ４月 25 日（火）

毎月第2木曜日
９月９日（土） ９月 26 日（火） Ｈ 29年

１・２・３月生 8/22（火） ７月 25 日（火）

12 月９日（土） 12 月 26 日（火） ４・５・６月生 11/22（水） 10 月 31 日（火）

３月 10 日（土） ３月 27 日（火） ７・８・９月生 2/20（火） １月 30 日（火）

平成 29 年度事業日程

４か月児健診

モグモグぐ
んぐん離乳
食・育児相談
（７・８か月児）

すくすく
育児相談
（１歳児）

１歳６か月
児健診※

２歳児歯科
健康相談※

２歳６か月
児歯科健診・
育児相談※

３歳児歯科
健康相談※

３歳６か月
児健診※

小 児 科 医
整形外科医
保 健 師
管理栄養士

保 健 師
管理栄養士

保 健 師
管理栄養士
歯科衛生士

小 児 科 医
歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士

歯科衛生士

歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士

歯科衛生士

小 児 科 医
歯 科 医
歯科衛生士
保 健 師
管理栄養士
臨床心理士

13時までお
越しください

９時15分～
９時30分

９時～
（個別案内）

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

受付13時～
13時15分

Ｈ28年
12月生

４/26
（水）

Ｈ28年
４月生

４/20
（木）

Ｈ27年
８月生

４/19
（水）

Ｈ27年
３月生

４/14
（金）

Ｈ26年
10月生

４/24
（月）

Ｈ26年
３月生

４/19
（水）

Ｈ25年
９月生

４/14
（金）

Ｈ29年
１月生

５/26
（金）

Ｈ28年
9・10月生

５/16
（火） ５月生 ５/25

（木） ９月生 ５/17
（水） ４月生 ５/12

（金） 11月生 ５/29
（月） ４月生 ５/17

（水） 10月生 ５/12
（金）

２月生 ６/28
（水） ６月生 ６/22

（木） 10月生 ６/7
（水） ５月生 ６/2

（金） 12月生 ６/26
（月） ５月生 ６/7

（水） 11月生 ６/2
（金）

３月生 ７/26
（水） 11・12月生 ７/18（火） ７月生 ７/20

（木） 11月生 ７/12
（水） ６月生 ７/7

（金）
Ｈ27年
１月生

７/24
（月） ６月生 ７/12

（水） 12月生 ７/7
（金）

４月生 ８/30
（水） ８月生 ８/24

（木） 12月生 ８/9
（水） ７月生 ８/4

（金） ２月生 ８/28
（月） ７月生 ８/9

（水）
Ｈ25年
１月生

８/4
（金）

５月生 ９/27
（水）

Ｈ29年
1・2月生

９/19
（火） ９月生 ９/21

（木）
Ｈ28年
１月生

９/13
（水） ８月生 ９/8

（金） ３月生 ９/25
（月） ８月生 ９/13

（水） ２月生 ９/8
（金）

６月生 10/27
（金） 10月生 10/19

（木） ２月生 10/11
（水） ９月生 10/6

（金） ４月生 10/30
（月） ９月生 10/11

（水） ３月生 10/6
（金）

７月生 11/29
（水） 3・4月生 11/14

（火） 11月生 11/21
（火） ３月生 11/15

（水） 10月生 11/10
（金） ５月生 11/27

（月） 10月生 11/15
（水） ４月生 11/10

（金）

８月生 12/27
（水） 12月生 12/21

（木） ４月生 12/6
（水） 11月生 12/1

（金） ６月生 12/25
（月） 11月生 12/6

（水） ５月生 12/1
（金）

９月生 1/26
（金） 5・6月生 １/16

（火）
Ｈ29年
１月生

１/25
（木） ５月生 １/10

（水） 12月生 １/5
（金） ７月生 １/29

（月） 12月生 １/10
（水） ６月生 １/12

（金）

10月生 2/23
（金） ２月生 ２/22

（木） ６月生 ２/7
（水）

Ｈ27年
１月生

２/2
（金） ８月生 ２/26

（月）
Ｈ27年
１月生

２/7
（水） ７月生 ２/2

（金）

11月生 ３/23
（金） 7・8月生 ３/13

（火） ３月生 ３/20
（火） ７月生 ３/7

（水） ２月生 ３/2
（金） ９月生 ３/26

（月） ２月生 ３/7
（水） ８月生 ３/2

（金）

平成29年度　高畠町　母子保健事業日程 ▶問合せ先／町健康長寿課　☎（52）５０４５

会場はすべて町健康管理施設「げんき館」です。 ※希望者にフッ素塗布あり

▶日時／４月 17日（月）　
　　　　10時～ 11時 30分（受付は９時 45分～）
▶場所／健康管理施設げんき館
▶対象者／概ね 40歳～ 75歳までの方
▶内容／リズム体操と筋力トレーニング　　　　　
　　　※リズム体操とは有酸素運動で、音楽（リズム）
　　　　に乗って腕や脚を動かし、全身の筋肉を刺激
　　　　する全身運動です。

期　　日 時　　間 場　　所

４月９日（日） ９時30分～12時 町中央公民館

愛の献血にご協力ください 年々献血者数が減少していますので、ぜひご協力ください！

※400ml献血のみとなります。成分献血は行いません。

▶持ち物／上履き、飲み物、汗拭きタオル等
▶定員／ 30人程度（先着順）
▶申込・問合せ先／事前に下記までお申込みください
　　　               　　町健康長寿課　☎（52）５０４５

春です！楽しく体をうごかしてみませんか

春の健康運動講座
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事 業 名 住宅リフォーム支援事業 若者定住促進事業

対 象

要 件

①町内に自ら居住する持家等のリフォーム
②町内の建築業者等と工事請負契約を締結され
ている方
③平成 30年２月末までに工事完了届けの提出
ができる方
④申請者および家族と請負建築業者いずれも町
税に滞納がないこと
⑤要件工事（部分補強・省エネ化・バリアフリー
化・県産木材使用・克雪化等）のいずれかを
含む工事をされる方、または要件工事を含ま
ない場合は 50万円以上の工事をされる方
⑥申請前に工事を着工していない方

①若者家族世帯（世帯員全てが満 40歳以下）
※原発避難者の方は申請者が満 40歳以下
②町内に住宅を新築または建売を購入し定住す
る意思があり下記のいずれかに該当する方

・町外に３年以上居住し、町内に転入する方
・原発事故のため避難している方（平成 23 年
３月 11日時点で福島県に居住していた方）

・町内の貸家等に３年以上居住している方
③町内に所有する住宅のない方
④平成 30年２月末日までに実績報告書を提出
できる方

⑤本人および家族に市町村民税の滞納がないこと
⑥契約から入居後２か月を経過する日までに申
請できる方

助 成 額

【一般リフォーム（町分）】
・全体工事費の５％で最大５万円

【要件リフォーム（県分）】
・全体工事費の 10％または 20％（世帯要件有）
で最大 20万円または 30万円

新築住宅または建売住宅の取得費（土地代は含
まない）の 10％で、町外転入者と避難者の方
は上限 50 万円、貸家等居住者の方は上限 25
万円

申込受付
開 始 日

４月５日（水）

住宅支援事業助成金のお知らせ
▶問合せ先／町建設課建築住宅係　☎（52）４４８１

※いずれの事業も、予算の範囲内で先着順となります。　
※必要書類や詳細はお問合せください。申請書類は、建設課窓口または町ホームページで入手できます。

▶問合せ先╱町福祉こども課　臨時福祉給付金担当　　☎（52）３５６４

 臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ

①申請書　　

②対象となる方全員の「本人確認書類」またはそのコピー　
『例』・運転免許証・住民基本台帳カード・保険証・
パスポート　など本人を確認できる公的書類
※受付会場にお越しになる方の書類だけではなく、
対象者全員の書類をお持ちください。　

③口座振替をする通帳またはその通帳のコピー　　
※コピーの場合は、金融機関名、口座番号、口座
名義人がわかるコピーを持参してください。
※なお、昨年度交付を受けた方で、前年度と同じ
口座への振込をご希望の方は、不要です。

④印鑑　　
※会場にお越しいただく方の印鑑をご持参ください。

受付会場にお持ちいただくもの

　２月 24日（金）に、対象になると思われる方に対して申請書を郵送させていただきました。申請手続きはお済でしょうか？
　６月１日（木）まで受付しておりますので、まだの方はご確認のうえ申請いただきますようお願いします。

支 給 対 象 者
次の要件をすべて満たす方
①平成 28年１月１日、本町に住民登録されている方。
②平成 28年度町民税均等割が課税されていない方、
または、ご自身を扶養される方が町民税均等割を
課税されていないこと。

③生活保護制度の被保護者となっていない方。

支 給 額
　対象者一人につき　１５，０００円
申 請 期 限
　６月１日（木）まで
申 請 場 所
　町福祉こども課（８時 30分～ 17時）
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▼
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▼
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島
谷　

芽
久
美　

氏

▼
参
加
費
／
無
料

満１歳になる
お子さんを募集します未来っ子登場Children

　平成29年５月号に掲載するのは、平成28年５月中に生まれた町内在住のお子さんです。

♪申込締切／４月10日（月）

♪申込先／町企画財政課広聴広報係　☎（52）４４７６

♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財政課までお越しください。現像済み写真・データ共に可

能です。写真は編集の後ご返却します。

た
い
ら　

さ
わ

（
中
和
田
西
）

平　

桜
和　

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
４
月
28
日
生すくすく育っています！

み
な
が
わ　

む
さ
し

（
根
岸
）

皆
川　

武
蔵　

く
ん

平
成
28
年
４
月
25
日
生我が家のやんちゃ坊主

な
か
が
わ　

は
る
と

（
弁
天
前
）

中
川　

陽
斗　

く
ん

平
成
28
年
４
月
22
日
生

元気いっぱい !!
笑顔いっぱい !!

広 告
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事 業 名 住宅リフォーム支援事業 若者定住促進事業

対 象

要 件

①町内に自ら居住する持家等のリフォーム
②町内の建築業者等と工事請負契約を締結され
ている方

③平成 30年２月末までに工事完了届けの提出
ができる方

④申請者および家族と請負建築業者いずれも町
税に滞納がないこと

⑤要件工事（部分補強・省エネ化・バリアフリー
化・県産木材使用・克雪化等）のいずれかを
含む工事をされる方、または要件工事を含ま
ない場合は 50万円以上の工事をされる方

⑥申請前に工事を着工していない方

①若者家族世帯（世帯員全てが満 40歳以下）
※原発避難者の方は申請者が満 40歳以下
②町内に住宅を新築または建売を購入し定住す
る意思があり下記のいずれかに該当する方

・町外に３年以上居住し、町内に転入する方
・原発事故のため避難している方（平成 23 年
３月 11日時点で福島県に居住していた方）

・町内の貸家等に３年以上居住している方
③町内に所有する住宅のない方
④平成 30年２月末日までに実績報告書を提出
できる方

⑤本人および家族に市町村民税の滞納がないこと
⑥契約から入居後２か月を経過する日までに申
請できる方

助 成 額

【一般リフォーム（町分）】
・全体工事費の５％で最大５万円

【要件リフォーム（県分）】
・全体工事費の 10％または 20％（世帯要件有）
で最大 20万円または 30万円

新築住宅または建売住宅の取得費（土地代は含
まない）の 10％で、町外転入者と避難者の方
は上限 50 万円、貸家等居住者の方は上限 25
万円

申込受付
開 始 日

４月５日（水）

住宅支援事業助成金のお知らせ
▶問合せ先／町建設課建築住宅係　☎（52）４４８１

※いずれの事業も、予算の範囲内で先着順となります。　
※必要書類や詳細はお問合せください。申請書類は、建設課窓口または町ホームページで入手できます。

▶問合せ先╱町福祉こども課　臨時福祉給付金担当　　☎（52）３５６４

 臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ

①申請書　　

②対象となる方全員の「本人確認書類」またはそのコピー　
『例』・運転免許証・住民基本台帳カード・保険証・
パスポート　など本人を確認できる公的書類
※受付会場にお越しになる方の書類だけではなく、
対象者全員の書類をお持ちください。　

③口座振替をする通帳またはその通帳のコピー　　
※コピーの場合は、金融機関名、口座番号、口座
名義人がわかるコピーを持参してください。
※なお、昨年度交付を受けた方で、前年度と同じ
口座への振込をご希望の方は、不要です。

④印鑑　　
※会場にお越しいただく方の印鑑をご持参ください。

受付会場にお持ちいただくもの

　２月 24日（金）に、対象になると思われる方に対して申請書を郵送させていただきました。申請手続きはお済でしょうか？
　６月１日（木）まで受付しておりますので、まだの方はご確認のうえ申請いただきますようお願いします。

支 給 対 象 者
次の要件をすべて満たす方
①平成 28年１月１日、本町に住民登録されている方。
②平成 28年度町民税均等割が課税されていない方、
または、ご自身を扶養される方が町民税均等割を
課税されていないこと。

③生活保護制度の被保護者となっていない方。

支 給 額
　対象者一人につき　１５，０００円
申 請 期 限
　６月１日（木）まで
申 請 場 所
　町福祉こども課（８時 30分～ 17時）
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満１歳になる
お子さんを募集します未来っ子登場Children

　平成29年５月号に掲載するのは、平成28年５月中に生まれた町内在住のお子さんです。

♪申込締切／４月10日（月）

♪申込先／町企画財政課広聴広報係　☎（52）４４７６

♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財政課までお越しください。現像済み写真・データ共に可

能です。写真は編集の後ご返却します。

た
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（
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）
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成
28
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４
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28
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は
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と
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中
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く
ん

平
成
28
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４
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22
日
生

元気いっぱい !!
笑顔いっぱい !!

広 告
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　生涯学習による町づくりの一環として、生活の中で町民のみなさんに知っていただきたい町の事業や施策な

どについて、業務を担当する町職員が地域に出向き講師をつとめます。

【まちづくり出前講座】

No. 講　座　名 担当課

1 自主防災組織の活動

総 務 課
2 防災（災害）に対する心構え

3 住宅用火災警報機設置と防火の備え

4 マイナンバー制度

5 町のおさいふ事情

企画財政課

6 町の行財政改革

7 これからの町づくり～総合計画～

8 地縁団体のつくり方

9 NPOって、なあに？

10 男女共同参画って、なあに？

11 町税のしくみ

税 務 課
12
国民健康保険税と

後期高齢者医療保険料のしくみ

13 国民健康保険のしくみ

町 民 課

14 後期高齢者医療制度について

15
ご存知ですか？ジェネリック医薬品
～知って得する医療費のしくみ～

16 介護保険制度について

17 いろいろあります！介護サービス

18 ごみ分別に迷ったら

生活環境課

19 包む、結ぶ　おしゃれな風呂敷結び

20 エネルギーを賢く選ぼう！

21「COOL  CHOICE」でSTOP！温暖化

22 はじめよう！エコドライブ

23 簡単！安心！せっけん生活

24 子育て支援と保育サービス

福祉こども課

25
広げよう　地域の支えあいⅠ
～住みなれた地域で安心して暮らすために～

26
広げよう　地域の支えあいⅡ
～防災福祉マップを作ってみよう～

27 子どもの未来が広がるように

28 障がい者虐待を予防しよう

29
障がいのある人もない人も
ともに生きるやさしいまちをめざして

30
認知症サポーターになろう！
～認知症は誰にでもおこりうる脳の病気。　　
　　　病状や対応の仕方をお伝えします～

健康長寿課31 健康寿命を伸ばそう！

32 はじめよう身体づくり

33 メタボリックシンドロームを予防しよう

No. 講　座　名 担当課

34
何をどれだけ食べればいいの？
～生活習慣病を予防する食生活について～

健康長寿課

35 歯と歯ぐきの健康づくり

36 きらきらエイジング、女性のための健康講座

37 もっと知りたい　たばこの話

38 子どもの感染症予防と予防接種

39 健診結果からヒモ解くあなたの身体

40 農業の振興策について

農林振興課41 森林を知ろう

42 高畠町食育地産地消推進計画について

43 農地について
農業委員会

44 農業者年金のすべて

45
まちなか歩きのすすめ
～商店街のまちなか歩きで
　　　　　　　魅力を再発見しよう～

商工観光課46 高畠町の産業のようす

47 観光によるまちづくり

48 たかはたブランドって何？

49 デマンド交通で出かけよう！

50 高畠町の都市計画

建 設 課
51 道路や河川のはなし

52 地籍調査って何？

53 住宅の耐震診断・改修のすすめ

54 生活排水対策のはなし
上下水道課

55 水道のしくみ

56 高畠町の文化財

社会教育課

57 高畠町の歴史

58 図書館はこんなところ

59
公民館ア・ラ・カ・ル・ト
～社会教育事業のあれこれ～

60 自治公民館の活用法

61 地域における生涯スポーツの振興

62
地域づくりの主役はあなたです
～あなたの地区の「地区づくり計画」について～

63 選挙について
選挙管理
委 員 会64

選挙の主役は君たちだ！
～ 18 歳の選挙権について～

65 関心ありませんか？身近な議会のこと 議会事務局

66 健康ですごすために 公 立
高畠病院67 上手なお風呂の入り方

広 告

NO 講　座　名 講師氏名 講座の内容

1 煎茶道　方円流
梅　津　典　子
☎（52）０５２８

煎茶道の歴史・煎茶道から学んだ30年をお話します。
時間帯／平日 10時～19時

2 和服・聞く・着る講座
市　川　長　子
☎（57）４５８６ 着物・浴衣着付け実技指導、着物の知識について

3 生け花教室(池坊)
中　村　湖　月
☎（52）１９４０

美しい花に手を加えて更に美しく活ける楽しさ、楽しく
なる花の活け方　時間帯 10時～21時 (小学生でも可)

4 人生楽しく・わくわく講座
菊　地　剛　謙
☎（56）２４２４ 面白くてためになる話。

5 くらし・いきいき
平　　謙　雄
☎（57）２１７２

詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩) 、青少年健全育成
（幼～青年､保護者)や高齢者の生き方などのお話

6 三味線に合わせて唄う
藤　本　繁　一
☎（52）１６５８

三味線、弾き語りによる懐メロ・民謡等の指導実演活動
～参加者全員による歌声喫茶のような楽しい会～

7 絵を描こう
原　田　春　二
☎（52）１８４０ 色彩と構図（水彩中心）

8 むか～し、あったけど まほろば語り部の会 むかし語り（年齢や季節に合わせた語りをします。）

9

火にかけている時間をぐ
んと短縮できる
鍋帽子®を作って、使って
エコクッキング

米沢友の会 高畠支部 鍋帽子®の製作、鍋帽子®を使った保温調理の実習
連絡先／代表 島津恵理子☎（52）２４６５

10 げんきかい講座
健康運動サポーター
げんきかい

健康づくりのための楽しい軽運動やストレッチなど
連絡先／代表 和田節子（げんき館☎（52）５０４５）

11 やさしい陶芸 陶芸同好会 やさしい焼き物づくり体験教室
連絡先／代表 後藤秀雄☎（52）２７０７

12
悪質商法に騙されないた
めに

渡　部　忠　一
☎（56）２８６５

悪質商法・特殊詐欺に騙されないための話
消費生活関連、自転車安全教育、地球温暖化対策の話

いつでも・どこでも・誰でも　手軽に学べる講座です
高畠町では、町民と行政の協働による町づくりをめざして、町職員が

地域に出向き講師をつとめる「まちづくり出前講座」と、町民自身がボ

ランティアで講師をつとめる「たかはた町民講座」を開設しています。

対象者は町内に在住・勤務している５人以上で構成された団体・グルー

プです。（町民講座は３人以上）

▼
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育
課
　
☎
52
４
４
８
７

　多彩な趣味や特技、知識、技能を持つ町民の方々が、日頃の学習成果を活かして自ら講師となり、町民のみ

なさんに広く生涯学習の「きっかけ」づくりの場を提供します。

【たかはた町民講座】

～講座の利用にあたって～
９時から 21時までの２時間以内。年末年始 (12/29 ～ 1/3) を除く。 開催場所は町内に限ります。会場の手配、
開催の準備等は受講者側で行ってください。受講料は原則無料。（ただし、町民講座では材料費等が発生する
場合があります。）
▶申込方法／講座開催日の 14 日前までに、所定の申込書により社会教育課までお申し込みください。( 申込
　用紙は中央公民館・各地区公民館・糠野目生涯学習館で配布しています。）直接講師、担当課と日程調整を
　してからお申込みいただいても構いません。

た
か
は
た
町
民
講
座
＆
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
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しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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　生涯学習による町づくりの一環として、生活の中で町民のみなさんに知っていただきたい町の事業や施策な

どについて、業務を担当する町職員が地域に出向き講師をつとめます。

【まちづくり出前講座】

No. 講　座　名 担当課

1 自主防災組織の活動

総 務 課
2 防災（災害）に対する心構え

3 住宅用火災警報機設置と防火の備え

4 マイナンバー制度

5 町のおさいふ事情

企画財政課

6 町の行財政改革

7 これからの町づくり～総合計画～

8 地縁団体のつくり方

9 NPOって、なあに？

10 男女共同参画って、なあに？

11 町税のしくみ

税 務 課
12
国民健康保険税と

後期高齢者医療保険料のしくみ

13 国民健康保険のしくみ

町 民 課

14 後期高齢者医療制度について

15
ご存知ですか？ジェネリック医薬品
～知って得する医療費のしくみ～

16 介護保険制度について

17 いろいろあります！介護サービス

18 ごみ分別に迷ったら

生活環境課

19 包む、結ぶ　おしゃれな風呂敷結び

20 エネルギーを賢く選ぼう！

21「COOL  CHOICE」でSTOP！温暖化

22 はじめよう！エコドライブ

23 簡単！安心！せっけん生活

24 子育て支援と保育サービス

福祉こども課

25
広げよう　地域の支えあいⅠ
～住みなれた地域で安心して暮らすために～

26
広げよう　地域の支えあいⅡ
～防災福祉マップを作ってみよう～

27 子どもの未来が広がるように

28 障がい者虐待を予防しよう

29
障がいのある人もない人も
ともに生きるやさしいまちをめざして

30
認知症サポーターになろう！
～認知症は誰にでもおこりうる脳の病気。　　
　　　病状や対応の仕方をお伝えします～

健康長寿課31 健康寿命を伸ばそう！

32 はじめよう身体づくり

33 メタボリックシンドロームを予防しよう

No. 講　座　名 担当課

34
何をどれだけ食べればいいの？
～生活習慣病を予防する食生活について～

健康長寿課

35 歯と歯ぐきの健康づくり

36 きらきらエイジング、女性のための健康講座

37 もっと知りたい　たばこの話

38 子どもの感染症予防と予防接種

39 健診結果からヒモ解くあなたの身体

40 農業の振興策について

農林振興課41 森林を知ろう

42 高畠町食育地産地消推進計画について

43 農地について
農業委員会

44 農業者年金のすべて

45
まちなか歩きのすすめ
～商店街のまちなか歩きで
　　　　　　　魅力を再発見しよう～

商工観光課46 高畠町の産業のようす

47 観光によるまちづくり

48 たかはたブランドって何？

49 デマンド交通で出かけよう！

50 高畠町の都市計画

建 設 課
51 道路や河川のはなし

52 地籍調査って何？

53 住宅の耐震診断・改修のすすめ

54 生活排水対策のはなし
上下水道課

55 水道のしくみ

56 高畠町の文化財

社会教育課

57 高畠町の歴史

58 図書館はこんなところ

59
公民館ア・ラ・カ・ル・ト
～社会教育事業のあれこれ～

60 自治公民館の活用法

61 地域における生涯スポーツの振興

62
地域づくりの主役はあなたです
～あなたの地区の「地区づくり計画」について～

63 選挙について
選挙管理
委 員 会64

選挙の主役は君たちだ！
～ 18 歳の選挙権について～

65 関心ありませんか？身近な議会のこと 議会事務局

66 健康ですごすために 公 立
高畠病院67 上手なお風呂の入り方
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NO 講　座　名 講師氏名 講座の内容

1 煎茶道　方円流
梅　津　典　子
☎（52）０５２８

煎茶道の歴史・煎茶道から学んだ30年をお話します。
時間帯／平日 10時～19時

2 和服・聞く・着る講座
市　川　長　子
☎（57）４５８６ 着物・浴衣着付け実技指導、着物の知識について

3 生け花教室(池坊)
中　村　湖　月
☎（52）１９４０

美しい花に手を加えて更に美しく活ける楽しさ、楽しく
なる花の活け方　時間帯 10時～21時 (小学生でも可)

4 人生楽しく・わくわく講座
菊　地　剛　謙
☎（56）２４２４ 面白くてためになる話。

5 くらし・いきいき
平　　謙　雄
☎（57）２１７２

詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩) 、青少年健全育成
（幼～青年､保護者)や高齢者の生き方などのお話

6 三味線に合わせて唄う
藤　本　繁　一
☎（52）１６５８

三味線、弾き語りによる懐メロ・民謡等の指導実演活動
～参加者全員による歌声喫茶のような楽しい会～

7 絵を描こう
原　田　春　二
☎（52）１８４０ 色彩と構図（水彩中心）

8 むか～し、あったけど まほろば語り部の会 むかし語り（年齢や季節に合わせた語りをします。）

9

火にかけている時間をぐ
んと短縮できる
鍋帽子®を作って、使って
エコクッキング

米沢友の会 高畠支部 鍋帽子®の製作、鍋帽子®を使った保温調理の実習
連絡先／代表 島津恵理子☎（52）２４６５

10 げんきかい講座
健康運動サポーター
げんきかい

健康づくりのための楽しい軽運動やストレッチなど
連絡先／代表 和田節子（げんき館☎（52）５０４５）

11 やさしい陶芸 陶芸同好会 やさしい焼き物づくり体験教室
連絡先／代表 後藤秀雄☎（52）２７０７

12
悪質商法に騙されないた
めに

渡　部　忠　一
☎（56）２８６５

悪質商法・特殊詐欺に騙されないための話
消費生活関連、自転車安全教育、地球温暖化対策の話

いつでも・どこでも・誰でも　手軽に学べる講座です
高畠町では、町民と行政の協働による町づくりをめざして、町職員が

地域に出向き講師をつとめる「まちづくり出前講座」と、町民自身がボ

ランティアで講師をつとめる「たかはた町民講座」を開設しています。

対象者は町内に在住・勤務している５人以上で構成された団体・グルー

プです。（町民講座は３人以上）

▼
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育
課
　
☎
52
４
４
８
７

　多彩な趣味や特技、知識、技能を持つ町民の方々が、日頃の学習成果を活かして自ら講師となり、町民のみ

なさんに広く生涯学習の「きっかけ」づくりの場を提供します。

【たかはた町民講座】

～講座の利用にあたって～
９時から 21時までの２時間以内。年末年始 (12/29 ～ 1/3) を除く。 開催場所は町内に限ります。会場の手配、
開催の準備等は受講者側で行ってください。受講料は原則無料。（ただし、町民講座では材料費等が発生する
場合があります。）
▶申込方法／講座開催日の 14 日前までに、所定の申込書により社会教育課までお申し込みください。( 申込
　用紙は中央公民館・各地区公民館・糠野目生涯学習館で配布しています。）直接講師、担当課と日程調整を
　してからお申込みいただいても構いません。

た
か
は
た
町
民
講
座
＆
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
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しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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子育て
支援医療証

　今月子育て支援医療証をお

送りする方は、誕生日が４月

２日から５月１日までの方で

す。

　今月中旬にお送りしますの

で、ご確認ください。

《国民健康保険高齢受給者証
　　　交付説明会のご案内》

５月から高齢受給者証の交付対象

となる方は、昭和22年４月２日～昭和

22年５月１日生まれの方です。

　説明会は4月19日㈬（９時30分開始）

を予定しています。

　国保以外の方は、現在加入している

健康保険より交付されます。

高齢受給者証 ▶問合せ先／町町民課医療給
　付係　☎（52）１３２７

今月の医療証

国民年金の手続きはお済みですか？
国民年金は、20歳以上 60歳未満のすべての方に加入することが義務付けられています。
次のような場合には、届出が必要ですので、役場１階町民課にてお手続きください。

※ 1　国民年金被保険者資格取得届は 20 歳の誕生日の前月に日本年金機構から住所地へ郵送されます。
※ 2　国民健康保険への加入・喪失と同時に手続きすることができます。

届出が必要なとき 手続きに必要なもの

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合に加入している方は手続不要
です）

○国民年金被保険者資格取得届　※ 1
○印鑑
○学生証または在学証明書（学生納付特例申請をする場合）

会社員等が退職したとき   ※ 2
○退職日のわかる書類（健康保険等資格喪失連絡票、離職票など）
○印鑑　○年金手帳

国民年金加入者が会社にお勤めになったとき※２ ○社会保険証　○印鑑　○年金手帳

配偶者が退職したとき、配偶者の扶養でな
くなったとき   ※ 2

○扶養からはずれた日がわかる書類
○印鑑　○年金手帳

国民年金の被保険者は３種類
▶第１号被保険者
　農業や自営業者、無職、学生
の方、会社などに勤めていても
厚生年金に加入していない方。
保険料は国から送付された納付
書により金融機関などで納めて
いただきます。

▶申請・問合せ先／町町民課住民年金係
☎（52）１３４５

▶第２号被保険者
　厚生年金に加入している会社
員等。加入の手続きや保険料の
納付は会社などで行いますので、
自分で行う必要はありません。

▶第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている
配偶者。保険料は、配偶者の加入する
厚生年金などの制度全体が負担しま
すので個別に納める必要はありません
が、配偶者の勤務先に届出をしないと
第３号被保険者として扱われません。
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子育て
支援医療証

　今月子育て支援医療証をお

送りする方は、誕生日が４月

２日から５月１日までの方で

す。

　今月中旬にお送りしますの

で、ご確認ください。

《国民健康保険高齢受給者証
　　　交付説明会のご案内》

５月から高齢受給者証の交付対象

となる方は、昭和22年４月２日～昭和

22年５月１日生まれの方です。

　説明会は4月19日㈬（９時30分開始）

を予定しています。

　国保以外の方は、現在加入している

健康保険より交付されます。

高齢受給者証 ▶問合せ先／町町民課医療給
　付係　☎（52）１３２７

今月の医療証

国民年金の手続きはお済みですか？
国民年金は、20歳以上 60歳未満のすべての方に加入することが義務付けられています。
次のような場合には、届出が必要ですので、役場１階町民課にてお手続きください。

※ 1　国民年金被保険者資格取得届は 20 歳の誕生日の前月に日本年金機構から住所地へ郵送されます。
※ 2　国民健康保険への加入・喪失と同時に手続きすることができます。

届出が必要なとき 手続きに必要なもの

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合に加入している方は手続不要
です）

○国民年金被保険者資格取得届　※ 1
○印鑑
○学生証または在学証明書（学生納付特例申請をする場合）

会社員等が退職したとき   ※ 2
○退職日のわかる書類（健康保険等資格喪失連絡票、離職票など）
○印鑑　○年金手帳

国民年金加入者が会社にお勤めになったとき※２ ○社会保険証　○印鑑　○年金手帳

配偶者が退職したとき、配偶者の扶養でな
くなったとき   ※ 2

○扶養からはずれた日がわかる書類
○印鑑　○年金手帳

国民年金の被保険者は３種類
▶第１号被保険者
　農業や自営業者、無職、学生
の方、会社などに勤めていても
厚生年金に加入していない方。
保険料は国から送付された納付
書により金融機関などで納めて
いただきます。

▶申請・問合せ先／町町民課住民年金係
☎（52）１３４５

▶第２号被保険者
　厚生年金に加入している会社
員等。加入の手続きや保険料の
納付は会社などで行いますので、
自分で行う必要はありません。

▶第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている
配偶者。保険料は、配偶者の加入する
厚生年金などの制度全体が負担しま
すので個別に納める必要はありません
が、配偶者の勤務先に届出をしないと
第３号被保険者として扱われません。
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知
ら
せ

催　

し

▼
日
時
／
５
月
14
日
㈰
９
時
開
会

▼
参
加
資
格
／
町
内
在
住
ま
た
は
町

　

内
に
勤
務
す
る
高
校
生
以
上
の
方

▼
競
技
区
分
／
男
子
の
部
、
女
子
の

　

部
、
混
成
の
部（
男
女
各
２
人
）

▼
チ
ー
ム
編
成
／
選
手（
４
人
）・
補

　

欠
・
監
督
を
含
め
７
人
以
内

▼
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

▼
申
込
締
切
／
参
加
費
を
添
え
て
４

　

月
24
日
㈪

▼
開
催
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
／

第
33
回
高
畠
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

　

積
雪
の
た
め
冬
期
間
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
を
休
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

検
針
は
、
毎
月
１
日
か
ら
10
日
ま

で
の
間
に
行
い
ま
す
。

　

正
確
な
使
用
水
量
を
把
握
す
る
た

め
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

お
願
い
し
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
自

　

動
車
、植
木
鉢
な
ど
を
置
か
な
い
。

▼
犬
は
鎖
を
短
く
す
る
か
、
メ
ー
タ

　

ー
か
ら
遠
ざ
け
る
。

　

県
で
は
良
好
な
河
川
環
境
を
保
つ

た
め
、
河
川
内
の
支
障
木
を
適
宜
伐

採
し
て
い
ま
す
。
こ
の
支
障
木
を
一

般
の
方
に
無
償
提
供
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
、
無
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

営
利
目
的
・
他
人
へ
の
転
売
を
目
的
と

す
る
場
合
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
供
場
所
／
鬼
面
川
橋
下
流
西
側

　

河
川
敷
（
米
沢
市
六
郷
町
西
藤
泉

　

地
内
）

▼
申
込
受
付
／
４
月
25
日
㈫
９
時
〜

▼
提
供
開
始
日
／
５
月
31
日
㈬
〜　

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
提
供
時
間
／
９
時
〜
16
時

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合
支
庁
河
川

　

砂
防
課　
　
　
　

☎
26
６
０
８
５

県
管
理
河
川
の
支
障
木
無
償
提
供

期
間
：
４
月
９
日
㈰
〜
22
日
㈯

　

毎
年
町
内
で
は
、ご
み
焼
き
や
剪

定
枝
の
焼
却
等
か
ら
枯
草
な
ど
に
燃

え
移
る
火
災
が
非
常
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
火
災
は
、近

年
は
乾
燥
し
た
こ
れ
か
ら
の
時
季
に

集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
焼
き
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
剪
定
枝
な
ど
の
焼
却
を
行
う
場
合

は
、消
防
署
へ
の
届
出
を
行
う
と
と

も
に
、水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
準
備
し
、完

全
に
火
が
消
え
る
ま
で
絶
対
に
そ
の

春
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施

　

行
楽
や
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入

る
場
合
は
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
出

会
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
山
菜
採
り
に
夢
中
で
周
囲
へ
の
注

　

意
が
散
漫
に
な
る
と
、
ク
マ
、
イ

　

ノ
シ
シ
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
の
で
、
周
囲
の
状
況
に
十
分

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
山
に
入
る
と
き
は
ラ
ジ
オ
や
鈴
を

　

鳴
ら
し
て
、
人
の
存
在
を
知
ら
せ

　

ま
し
ょ
う
。

③
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
の
子
を
見
た
ら

　

近
く
に
母
親
が
い
る
と
思
っ
て
く

　

だ
さ
い
。周
囲
に
注
意
し
な
が
ら
、

　

走
り
出
し
た
り
せ
ず
に
向
か
い
合

　

っ
た
ま
ま
後
退
し
、
そ
の
場
か
ら

　

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

④
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
を
呼
び
寄
せ
る

　

大
変
危
険
な
行
為
に
な
り
ま
す
の
で
、

　

食
べ
物
や
食
べ
物
の
容
器
・
包
装

　
（
ガ
ム
な
ど
の
包
み
紙
も
含
む
）は

　

必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
林
で
は
立
枯
れ
の
倒
木

や
枯
れ
枝
の
落
下
に
よ
る
被
害
に
も

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
農
林
振
興
課

　

☎
52
１
１
１
３

ク
マ
、イ
ノ
シ
シ
に
注
意

　

平
成
29
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
、
土
地
や
家
屋
の
価
格
等
を

縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
５
月

　

31
日
㈬
（
土
日
祝
日
除
く
）

▼
縦
覧
時
間
／
９
時
〜
16
時
30
分

▼
縦
覧
場
所
／
町
税
務
課
窓
口

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

水
道
検
針
を
再
開
し
ま
す

▼
検
針
の
支
障
に
な
る
雪
囲
い
の
撤

　

去
や
草
木
類
の
刈
り
取
り
。

　

検
針
が
で
き
な
い
と
、正
確
な
使
用

水
量
が
把
握
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

漏
水
や
異
常
な
ど
の
発
見
も
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
上
下
水
道
課
業
務
係

　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
３

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
高
畠
消
防
署
予
防
係

☎
52
１
５
０
５

広 告
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▼
日
時
／
４
月
16
日
㈰
８
時
〜
15
時

▼
場
所
／
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地

▼
内
容
／
観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
戦

　

闘
訓
練
・
装
備
品
展
示
、
オ
ー
ト

　

バ
イ
ド
リ
ル
、
体
験
搭
乗
ほ
か

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

▼
問
合
せ
先
／
陸
上
自
衛
隊
第
６
師

　

団
司
令
部
広
報
室

☎
０
２
３
７
48
１
１
５
１

▼
期
間
／
５
月
３
日
㈬
〜
５
日
㈮

▼
内
容
／
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
ミ
ニ

　

縁
日
ほ
か

※
館
内
入
館
料
が
必
要
で
す
。
た
だ

　

し
町
内
幼
児
・
小
中
学
生
は
無
料
。

※
子
ど
も
祭
に
ご
協
力
い
た
だ
く
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記

　

念
館　
　
　
　
　

☎
52
３
８
３
８

【
臨
時
開
館
日
】
４
月
30
日
㈰
、５
月

　

６
日
㈯

第
６
師
団
創
立
55
周
年
・
神
町

駐
屯
地
創
立
61
周
年
記
念
行
事

試　

験

　【
平
成
29
年
度
前
期

　
　
　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

　

試
験
会
場
が
置
賜
管
内
の
み
を
掲

載
。
試
験
種
類
は
各
回
と
も
甲
種
・

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
、
記
念
の
手
形
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
陶
芸
用
の
粘
土
に
手
形
を
と
っ

て
焼
き
上
げ
ま
す
。
お
渡
し
は
８
月

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

▼
期
間
／
４
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰
お

赤
ち
ゃ
ん
手
形
を
つ
く
ろ
う

危
険
物
取
扱
者
試
験
情
報

ひ
ろ
す
け
子
ど
も
祭

▼
日
時
／
６
月
〜
11
月
（
第
１
・
第

　

３
木
曜
日
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
町
営
体
育
館
・
他

▼
対
象
／
お
お
む
ね
60
〜
75
歳
の
男
女

▼
定
員
／
先
着
20
人

▼
参
加
費
／
月
額
５
０
０
円

▼
内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
バ
ラ

　

ン
ス
運
動
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／（
一
社
）高
畠

　

町
体
育
協
会　
　

☎
52
４
４
９
０

介
護
予
防
・
そ
く
彩
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

中
村
貴
之（
Ｎ
Ｓ
Ｐ
）ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

「
詠
い
人
の
旅
」2016-

2017

▼
日
時
／
５
月
25
日
㈭
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル  

ホ
ワ
イ
エ

▼
前
売
券
／
全
席
自
由 
３
、５
０
０

　

円（
当
日
４
、０
０
０
円
）

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
高

　

砂
屋
菓
子
店
ほ
か

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
52
４
４
８
９

細
坪
基
佳「
最
上
川
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｏ

く
だ
り
2017
」

▼
日
時
／
５
月
30
日
㈫
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル  

ホ
ワ
イ
エ

▼
前
売
券
／
全
席
自
由 

４
、５
０
０

　

円（
当
日
５
、０
０
０
円
）

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
高

　

砂
屋
菓
子
店
、長
井
理
研
（
長
井
・

　

町
営
体
育
館　
　

☎
52
４
４
９
０
　

よ
び
５
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰

※
５
月
１
日
は
休
館
日
、
２
日
は
開

　

催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間
／
９
時
〜
15
時
40
分

▼
対
象
／
乳
幼
児
（
０
〜
３
歳
）
と

　

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
／
手
形
５
０
０
円
・
桐
箱

　

５
０
０
円
（
希
望
者
の
み
）

▼
申
込
締
切
／
希
望
日
の
前
日
ま
で

▼
問
合
せ
先
／
県
立
う
き
た
む
風
土

　

記
の
丘
考
古
資
料
館☎

52
２
５
８
５

　

米
沢
）
ほ
か

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
52
４
４
８
９

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
か

ら
、
置
賜
で
活
き
活
き
と
暮
ら
し
、

置
賜
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
活
動
を

広
げ
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
人
と
地

域
を
つ
な
ぐ
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

つ
な
が
る
喜
び
、
つ
な
が
る
楽
し
さ

を
体
感
し
な
が
ら
、
置
賜
で
活
き
活

き
と
暮
ら
す
た
め
、
一
緒
に
新
し
い

価
値
を
探
し
、
み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
け

る
第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切
／
４
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

http://w
w
w
.okikou.or.jp/

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
総
務
課　
　

☎
23
３
２
４
１

『
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業
』

第
２
期
生
募
集

募　

集

　

町
中
央
公
民
館
内
に
併
設
し
て
い

る
「
赤
鬼
食
堂
」
の
経
営
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
店
希
望
日
／
５
月
８
日
㈪　

▼
募
集
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課

　

☎
52
４
４
７
５

『
赤
鬼
食
堂
』経
営
者
募
集

▼
業
務
内
容
／
受
付
業
務
、
売
店
・

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
補
助
ほ
か

▼
勤
務
条
件
／
①
日
数
：
１
か
月
中
、

　

土
日
祝
日
の
中
の
４
日
程
度

　

②
時
給
：
７
３
０
円

▼
対
象
／
大
学
生
、短
期
大
学
生
、一
般

浜
田
広
介
記
念
館
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま
た

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
連

　

絡
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
４
月
15
日
㈯

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記

　

念
館　
　
　
　
　

☎
52
３
８
３
８

広 告

４
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈱
ナ
ガ
サ
ワ　
　

☎
52
２
２
４
７

▼
ア
サ
ヒ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
㈲
☎
57
５
３
３
９

伝言板

▼
㈱
き
ら
や
か
銀
行
、
高
畠
き
ら
や

　

か
会
、
き
ら
や
か
高
畠
青
煌
会

　

平
成
29
年
度
新
１
年
生
へ

　

書
き
方
鉛
筆
セ
ッ
ト
、

　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
保
冷
バ
ッ
ク

▼
高
畠
ワ
イ
ン
㈱

　

糠
野
目
小
学
校
へ

宮
太
鼓（
や
ぐ
ら
台
付
）１
台

相　

談

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
学
校

や
就
労
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
15
日
㈯
10
時
〜
14
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
合
せ
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　
　

☎
33
９
１
３
７

道の駅たかはた情報
館内展示

真木正典  創作民芸品展
高畠町で建築業を営む傍ら、技術の伝承を
込めて全て手作りの木工民芸品、古民家、
行燈等を展示。
期間／４月１日㈯～ 27日㈭
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

　

山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め

の
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
労
働
委
員
会

　

事
務
局

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
相
談
専
用
電
話
／

　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

▼
問
合
せ
先
／
山
形
財
務
事
務
所
理

　

財
課（
山
形
市
）

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
高
畠
地
区
公
民
館
プ
ラ
ザ
祭
り
実

　

行
委
員
会　
　

 

１
０
、０
０
０
円

▼
入
生
田
北
永
寿
会　
　
　

　

一
円
玉
募
金　
　

 

２
、９
９
６
円

　

亀
岡
小
学
校
へ

タ
オ
ル
雑
巾
51
枚

▼
カ
ー
ブ
ス
南
陽
長
岡

　
　
　

食
料
品
２
４
１
点

▼
亀
岡
夕
陽
サ
ロ
ン　

清
拭
布
80
枚　
　
　
　

 

▼
中
和
田
東
部
ゆ
き
わ
り
草
の
会

　

清
拭
布
63
枚

▼
匿
名　
　
　
　

 

２
０
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

一
円
玉
募
金　
　

 

２
、９
０
２
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル
33
枚

　特典①   大広間無料開放！
　特典②   ガラポン抽選会！　
　特典③   お試し整体半額！

�温泉のご利用は定期券・回数券がお得です。

４月の休館日　10日㈪

毎月26日は…

ふろ
　 の日

乙
種（
全
類
）・
丙
種
。

【
第
１
回
】▼
試
験
日
／
６
月
10
日
㈯

▼
試
験
会
場
／
米
沢
工
業
高
校

▼
受
付
期
間
／
書
面
申
請
４
月
17
日

　

㈪
〜
26
日
㈬

【
第
４
回
】▼
試
験
日
／
７
月
15
日
㈯

▼
試
験
会
場
／
長
井
工
業
高
校

▼
受
付
期
間
／
書
面
申
請
５
月
29
日

　

㈪
〜
６
月
７
日
㈬

【
平
成
29
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
】

▼
乙
四
類
／
５
月
25
日
㈭
、
26
日
㈮

　

９
時
〜
16
時

▼
丙
種
／
５
月
25
日
㈭
９
時
〜
16
時

▼
講
習
会
場
／
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
／
乙
四
類
：
80
人
、
丙
種
：　

　

20
人

▼
申
込
期
間
／
４
月
17
日
㈪
〜
５
月

　

17
日
㈬

▼
申
込
書
入
手
・
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
高
畠
消

　

防
署
予
防
係　
　

☎
52
１
５
０
５

▶
村
上
社
長
か
ら
青
木
校
長
へ

　

太
鼓
の
ば
ち
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

広 告
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▼
日
時
／
４
月
16
日
㈰
８
時
〜
15
時

▼
場
所
／
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地

▼
内
容
／
観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
戦

　

闘
訓
練
・
装
備
品
展
示
、
オ
ー
ト

　

バ
イ
ド
リ
ル
、
体
験
搭
乗
ほ
か

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

▼
問
合
せ
先
／
陸
上
自
衛
隊
第
６
師

　

団
司
令
部
広
報
室

☎
０
２
３
７
48
１
１
５
１

▼
期
間
／
５
月
３
日
㈬
〜
５
日
㈮

▼
内
容
／
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
ミ
ニ

　

縁
日
ほ
か

※
館
内
入
館
料
が
必
要
で
す
。
た
だ

　

し
町
内
幼
児
・
小
中
学
生
は
無
料
。

※
子
ど
も
祭
に
ご
協
力
い
た
だ
く
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記

　

念
館　
　
　
　
　

☎
52
３
８
３
８

【
臨
時
開
館
日
】
４
月
30
日
㈰
、５
月

　

６
日
㈯

第
６
師
団
創
立
55
周
年
・
神
町

駐
屯
地
創
立
61
周
年
記
念
行
事

試　

験

　【
平
成
29
年
度
前
期

　
　
　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

　

試
験
会
場
が
置
賜
管
内
の
み
を
掲

載
。
試
験
種
類
は
各
回
と
も
甲
種
・

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
、
記
念
の
手
形
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
陶
芸
用
の
粘
土
に
手
形
を
と
っ

て
焼
き
上
げ
ま
す
。
お
渡
し
は
８
月

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

▼
期
間
／
４
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰
お

赤
ち
ゃ
ん
手
形
を
つ
く
ろ
う

危
険
物
取
扱
者
試
験
情
報

ひ
ろ
す
け
子
ど
も
祭

▼
日
時
／
６
月
〜
11
月
（
第
１
・
第

　

３
木
曜
日
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
町
営
体
育
館
・
他

▼
対
象
／
お
お
む
ね
60
〜
75
歳
の
男
女

▼
定
員
／
先
着
20
人

▼
参
加
費
／
月
額
５
０
０
円

▼
内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
バ
ラ

　

ン
ス
運
動
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／（
一
社
）高
畠

　

町
体
育
協
会　
　

☎
52
４
４
９
０

介
護
予
防
・
そ
く
彩
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

中
村
貴
之（
Ｎ
Ｓ
Ｐ
）ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

「
詠
い
人
の
旅
」2016-

2017

▼
日
時
／
５
月
25
日
㈭
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル  

ホ
ワ
イ
エ

▼
前
売
券
／
全
席
自
由 

３
、５
０
０

　

円（
当
日
４
、０
０
０
円
）

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
高

　

砂
屋
菓
子
店
ほ
か

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
52
４
４
８
９

細
坪
基
佳「
最
上
川
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｏ

く
だ
り
2017
」

▼
日
時
／
５
月
30
日
㈫
18
時
30
分
開
演

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル  

ホ
ワ
イ
エ

▼
前
売
券
／
全
席
自
由 

４
、５
０
０

　

円（
当
日
５
、０
０
０
円
）

▼
前
売
券
取
扱
／
町
文
化
ホ
ー
ル
・

　

太
陽
館
・
道
の
駅
た
か
は
た
・
高

　

砂
屋
菓
子
店
、長
井
理
研
（
長
井
・

　

町
営
体
育
館　
　

☎
52
４
４
９
０
　

よ
び
５
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰

※
５
月
１
日
は
休
館
日
、
２
日
は
開

　

催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間
／
９
時
〜
15
時
40
分

▼
対
象
／
乳
幼
児
（
０
〜
３
歳
）
と

　

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
／
手
形
５
０
０
円
・
桐
箱

　

５
０
０
円
（
希
望
者
の
み
）

▼
申
込
締
切
／
希
望
日
の
前
日
ま
で

▼
問
合
せ
先
／
県
立
う
き
た
む
風
土

　

記
の
丘
考
古
資
料
館☎

52
２
５
８
５

　

米
沢
）
ほ
か

▼
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
52
４
４
８
９

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
か

ら
、
置
賜
で
活
き
活
き
と
暮
ら
し
、

置
賜
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
活
動
を

広
げ
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
人
と
地

域
を
つ
な
ぐ
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

つ
な
が
る
喜
び
、
つ
な
が
る
楽
し
さ

を
体
感
し
な
が
ら
、
置
賜
で
活
き
活

き
と
暮
ら
す
た
め
、
一
緒
に
新
し
い

価
値
を
探
し
、
み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
け

る
第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切
／
４
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

http://w
w
w
.okikou.or.jp/

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
総
務
課　
　

☎
23
３
２
４
１

『
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業
』

第
２
期
生
募
集

募　

集

　

町
中
央
公
民
館
内
に
併
設
し
て
い

る
「
赤
鬼
食
堂
」
の
経
営
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
店
希
望
日
／
５
月
８
日
㈪　

▼
募
集
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課

　

☎
52
４
４
７
５

『
赤
鬼
食
堂
』経
営
者
募
集

▼
業
務
内
容
／
受
付
業
務
、
売
店
・

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
補
助
ほ
か

▼
勤
務
条
件
／
①
日
数
：
１
か
月
中
、

　

土
日
祝
日
の
中
の
４
日
程
度

　

②
時
給
：
７
３
０
円

▼
対
象
／
大
学
生
、短
期
大
学
生
、一
般

浜
田
広
介
記
念
館
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま
た

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
連

　

絡
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
４
月
15
日
㈯

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記

　

念
館　
　
　
　
　

☎
52
３
８
３
８

広 告

４
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈱
ナ
ガ
サ
ワ　
　

☎
52
２
２
４
７

▼
ア
サ
ヒ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
㈲
☎
57
５
３
３
９

伝言板

▼
㈱
き
ら
や
か
銀
行
、
高
畠
き
ら
や

　

か
会
、
き
ら
や
か
高
畠
青
煌
会

　

平
成
29
年
度
新
１
年
生
へ

　

書
き
方
鉛
筆
セ
ッ
ト
、

　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
保
冷
バ
ッ
ク

▼
高
畠
ワ
イ
ン
㈱

　

糠
野
目
小
学
校
へ

宮
太
鼓（
や
ぐ
ら
台
付
）１
台

相　

談

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
学
校

や
就
労
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
15
日
㈯
10
時
〜
14
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
合
せ
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　
　

☎
33
９
１
３
７

道の駅たかはた情報
館内展示

真木正典  創作民芸品展
高畠町で建築業を営む傍ら、技術の伝承を
込めて全て手作りの木工民芸品、古民家、
行燈等を展示。
期間／４月１日㈯～ 27日㈭
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

　

山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め

の
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
労
働
委
員
会

　

事
務
局

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
相
談
専
用
電
話
／

　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

▼
問
合
せ
先
／
山
形
財
務
事
務
所
理

　

財
課（
山
形
市
）

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
高
畠
地
区
公
民
館
プ
ラ
ザ
祭
り
実

　

行
委
員
会　
　

 

１
０
、０
０
０
円

▼
入
生
田
北
永
寿
会　
　
　

　

一
円
玉
募
金　
　

 

２
、９
９
６
円

　

亀
岡
小
学
校
へ

タ
オ
ル
雑
巾
51
枚

▼
カ
ー
ブ
ス
南
陽
長
岡

　
　
　

食
料
品
２
４
１
点

▼
亀
岡
夕
陽
サ
ロ
ン　

清
拭
布
80
枚　
　
　
　

 

▼
中
和
田
東
部
ゆ
き
わ
り
草
の
会

　

清
拭
布
63
枚

▼
匿
名　
　
　
　

 

２
０
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

一
円
玉
募
金　
　

 

２
、９
０
２
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル
33
枚

　特典①   大広間無料開放！
　特典②   ガラポン抽選会！　
　特典③   お試し整体半額！

�温泉のご利用は定期券・回数券がお得です。

４月の休館日　10日㈪

毎月26日は…

　特典③

ふろ
　 の日
ふふふふふふふふふふふふふろろろろろふふふふふふふふふふろろろろろろろ
の日の日の日の日の日の日の日

乙
種（
全
類
）・
丙
種
。

【
第
１
回
】▼
試
験
日
／
６
月
10
日
㈯

▼
試
験
会
場
／
米
沢
工
業
高
校

▼
受
付
期
間
／
書
面
申
請
４
月
17
日

　

㈪
〜
26
日
㈬

【
第
４
回
】▼
試
験
日
／
７
月
15
日
㈯

▼
試
験
会
場
／
長
井
工
業
高
校

▼
受
付
期
間
／
書
面
申
請
５
月
29
日

　

㈪
〜
６
月
７
日
㈬

【
平
成
29
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
】

▼
乙
四
類
／
５
月
25
日
㈭
、
26
日
㈮

　

９
時
〜
16
時

▼
丙
種
／
５
月
25
日
㈭
９
時
〜
16
時

▼
講
習
会
場
／
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
／
乙
四
類
：
80
人
、
丙
種
：　

　

20
人

▼
申
込
期
間
／
４
月
17
日
㈪
〜
５
月

　

17
日
㈬

▼
申
込
書
入
手
・
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
高
畠
消

　

防
署
予
防
係　
　

☎
52
１
５
０
５

▶
村
上
社
長
か
ら
青
木
校
長
へ

　

太
鼓
の
ば
ち
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

広 告



この広報紙は古紙配合率 70％の再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

▼催 行 日／平成29年７月８日㈯

▼旅行代金／大　人　8,100 円
　　　　　　中学生　7,900 円
　　　　　　小学生　6,000 円
　　　　　　幼児　　1,200 円
　　　　　　乳児　　 　 0円

▼定　員／１２０人

▼申込締切／５月 31 日㈬　※定員になり次第締切

▼申込・問合せ先／（一社）高畠町観光協会☎57３８４４

あぶくま洞（鍾乳洞）＆

星の村天文台の旅

悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと
毎週水曜日　
５日、12日、19日、26日

９時～15時

老人福祉
センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー
（ 町 社 会 福 祉 協 議 会 ）

☎（51）1008

人 権
男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
５日、19日

９時～12時

行 政
公 共 機 関 に 対 す る
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
12日、19日

13時～15時

法 律
（ 予 約 制 ）

各 種 法 律 相 談 第４水曜日　26日
13時30分～
15時30分

生 活 サ ポ ー ト
生 活、 就 労、 家 計
管 理 の 悩 み 事 等

毎週月曜日～金曜日
（祝日を除く）

８時30分～
17時15分

東置賜地域生活自立支援センター
（町社会福祉協議会）☎（51）1008

教 育
（ 予 約 制 ）

子育て・学校生活上
の 心 配 ご と 等

随時
町 教 育
総 務 課

教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
☎（52）4474

農 地
農 地 関 係 の
困 り ご と 等

第２火曜日　11日 ９時～12時
町 農 業
委 員 会

農 業 委 員 会 事 務 局
☎（52）4479

食 事 ・運 動 相 談
（ 予 約 制 ）

食 事 や 運 動 な ど
健 康 に 関 す る 相 談

第１・３木曜日
６日、20日

９時～12時 げんき館
健 康 推 進 課 健 康 増 進 係

☎（52）5045

女 性 の 健 康
（ 予 約 制 ）

妊 娠 ・ 不 妊 ・
更 年 期 障 が い 等

毎週火曜日 13時～  

置 賜
総合支庁

置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3205

こ こ ろ の 健 康
（ 予 約 制 ）

うつ等、心に関する健康 第３水曜日　19日 ９時30分～ 
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015

感 染 症 検 査
（ 予 約 不 要 ）

エイズ・性器クラミジア・
梅毒・Ｂ型肝炎・C型肝炎

毎週月曜日（祝日を除く） 10時～11時
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

＝ＪＲ高畠駅利用拡大事業＝

まほろば町民号　第29回親子ふれあい列車

　貸切バス

＜旅行企画・実施＞  ＪＲびゅうプラザ米沢

　　　　前売りお買物券 取扱い店
・高畠町商工会・太陽館（インフォメーション）
・よねおりかんこうセンター　
・高畠ワイン（インフォメーション）・糠野目生涯学習館
・道の駅たかはた（観光案内所）・事務局（産業経済課）

（注１）道路状況などで、予定時刻より遅れる場合がありますので、あら
かじめご了承ください。

（注２）１回の運行で乗車できる人数に限りがありますので、 あらかじ
めご了承ください。

（注３）メイン会場の混雑状況により、シャトルバスの乗降口が変更とな
る場合がありますので、あらかじめご了承ください。

高畠町役場
　⇔メイン会場

よねおりかんこうセンター
⇔メイン会場

役場発 メイン会場発 よねおりかんこう
センター発 メイン会場発

9：30 10：55 9：30 11：20
10：30 12：35 10：10 12：45
12：00 14：05 11：00 13：45
13：30 15：30 12：30 14：45
15：00
（最終） 16：40（最終） 13：30 15：30

14：30 16：10
15：00（最終） 16：50（最終）

無料シャトルバス時刻表

　貸切バス

《 行　程 》

高畠駅発 ８：20頃　⇒　米沢駅　⇒　福島駅　⇒

　貸切バス

“とれいゆつばさ”

あぶくま洞レストハウス　⇒　あぶくま洞　⇒
昼食

星の村天文台　⇒　福島駅　⇒　高畠駅着　19時頃
“とれいゆつばさ”

お子様には
「おやつ袋と飲み物」、

大人の方には
「飲み物」がつきます

とれいゆつばさ（団体臨時列車）で行こう !!

４月の相談

詳しい情報は
ホームページで
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